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は
じ
め
に

0
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
み
る
隅
田
川
流
域
の
景
観

②
大川
橋
以
北
に
み
る
隅
田
川
流
域

③
大川
橋
以
北
へ
の
人
び
と
の
関
心

お
わり
に

［論
文
要
旨
］

　本
稿
の
ね
ら
い
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵
の
な
か
で
、
従
来
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
　
　
　
　
を
連
続
画
面
で
構
成
し
た
絵
巻
仕
立
て
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
天
保
五
年
・
七
年

隅
田
川
流
域
の
挿
絵
を
取
り
上
げ
、
隅
田
川
名
所
の
特
徴
を
都
市
江
戸
の
歴
史
と
隅
田
川
流
域
と
の
　
　
　
　
（
一
八
三
四
・
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
名
所
図
会
』
で
は
、
版
本
の
挿
絵
と
い
う
性
格
か
ら
、
個
々

か
かわ
り
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
名
所
を
単
体
の
傭
敵
図
に
よ
っ
て
把
握
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
大
川
橋
以
北

　該
当
す
る
名
所
絵
は
四
十
図
。
そ
の
う
ち
「
隅
田
川
上
流
」
「
隅
田
川
西
岸
」
「
隅
田
川
東
岸
」
「
隅
　
　
　
　
か
ら
千
住
大
橋
ま
で
に
限
っ
て
隅
田
川
名
所
を
連
続
画
面
を
用
い
て
い
く
つ
か
展
開
さ
せ
て
い
る
こ

田
川
両
岸
」
と
い
う
共
通
の
表
題
を
持
つ
二
十
一
図
（
便
宜
的
に
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ぶ
）
を
分
　
　
　
　
と
が
把
握
で
き
た
。

析
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
図
や
名
所
と
し
て
描
か
れ
た
図
様
の
特
徴
を
細
か
く
分
析
す
る
。
さ
ら
　
　
　
　
　
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
が
隅
田
川
上
流
に
集
中
し
て
展
開
し
た
理
由
は
、
寛
政
改
革
の
一
環
で
三
派
中

に
、
「
隅
田
川
」
を
冠
し
た
名
所
絵
が
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
成
立
し
、
ま
た
な
ぜ
大
川
橋
（
吾
　
　
　
　
洲
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
文
人
や
知
識
人
た
ち
の
関
心
が
当
該
地
域
に
集
中
し
た
こ
と
が

妻橋
）
よ
り
北
の
隅
田
川
上
流
部
に
集
中
し
た
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
を
試
み
る
も
の
で
　
　
　
　
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
自
然
あ
ふ
れ
る
田
園
地
帯
で
古
典
と
歴
史
の
多
く
残
る
向
島

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
。
三
囲
稲
荷
社
の
開
帳
、
百
花
園
の
開
園
、
七
福
神
の
成
立
、
文
芸
や
芝
居
で
の
隅
田
川
物
の

　こ
れ
ま
で
隅
田
川
の
描
写
は
、
「
江
戸
図
屏
風
」
な
ど
の
江
戸
前
期
の
都
市
図
で
、
川
の
全
域
　
　
　
　
隆
盛
な
ど
、
当
該
地
域
を
舞
台
に
数
多
く
の
文
化
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
隅
田
川

が
描
か

れ
て
も
古
典
的
な
名
所
が
描
か
れ
る
以
外
、
詳
細
な
情
報
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
天
　
　
　
　
上
流
部
の
名
所
を
可
視
化
さ
せ
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
で
展
開
す
る
背
景
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
鶴
岡
麓
水
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
は
、
隅
田
川
の
流
域

3
5

1
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
十
九
世
紀
前
半
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
中
の
挿
絵
か
ら
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
隅
田
川
お
よ
び
そ
の
流
域
を
含
む
名
所
絵
に

焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
ら
の
絵
を
個
別
に
分
析
し
な
が
ら
、
可
視
化
さ
れ
た
流
域
の
名

所
や
景
観
の
特
徴
を
隅
田
川
流
域
の
地
域
特
性
と
し
て
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
み
た

い
と
考
え
る
。

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
三
巻
十
冊
、
同
七
年
（
一
八
三
六
）

に
四
巻
十
冊
と
二
回
に
分
け
て
刊
行
さ
れ
た
挿
絵
入
り
の
地
誌
で
、
江
戸
名
所
の
集

大
成

と
も
い
わ
れ
る
大
著
で
あ
る
。
斎
藤
月
零
ら
編
者
の
目
的
や
制
作
意
図
、
本
書

の
評
価
、
お
よ
び
絵
師
で
あ
る
長
谷
川
雪
旦
の
業
績
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
こ

　
　
　
（
1
）

と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
収
録
さ
れ
た
名
所
絵
の
数
が
膨
大
な
た
め
、
親
子
三

代
に
よ
る
編
纂
の
過
程
や
挿
絵
個
々
の
制
作
時
期
や
情
報
分
析
な
ど
は
、
な
か
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

進
展
し
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

　
分
析
対
象
が
江
戸
の
地
誌
と
い
う
性
格
上
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
名
所
が
存
立
す

る
ス
ポ
ッ
ト
や
エ
リ
ア
に
着
目
し
、
名
所
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
歴
史
や
人
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
営
み

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
正
樹
は
「
両
国
橋
」

の

分
析
か

ら
都
市
住
民
の
意
識
に
ま
で
掘
り
下
げ
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

都
市
と
河
川
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
問
題
設
定
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
流
域
描

写
の

個
別
分
析
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
隅
田
川
に
つ
い
て
言
え
ば
、
流
域
景
観
の

全
貌

を
都
市
の
発
展
と
結
び
つ
け
な
が
ら
そ
の
変
化
や
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
も
大

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
名
所
の
描
写
と
い
う
点
で
は
、
美
術
史
的
な
観
点
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

大
久
保

純
一
は
江
戸
名
所
絵
に
描
か
れ
て
い
る
個
々
の
名
所
が
ど
の
よ
う
に
定
型

化
・
記
号
化
さ
れ
た
か
に
注
目
し
、
名
所
絵
の
系
譜
論
的
分
析
が
重
要
で
あ
る
と
主

　
　
（
5
）

張
す
る
。
従
来
の
隅
田
川
の
景
観
描
写
に
関
す
る
論
考
で
は
、
そ
の
多
く
が
「
江
戸

図
屏
風
」
や
鍬
形
恵
斎
の
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
な
ど
江
戸
図
の
類
、
歌
川
豊
春
の

浮
絵
や
司
馬
江
漢
の
銅
版
画
、
鶴
岡
盧
水
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
、
葛
飾
北
斎
の
『
絵

本

隅
田
川
両
岸
一
覧
』
、
歌
川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
な
ど
の
作
品
に
集
中
し

　
　
（
6
）

て

き
た
。
広
重
や
北
斎
な
ど
は
近
景
の
構
図
を
大
き
く
と
り
、
名
所
を
取
り
巻
く
様

子

を
小
さ
く
遠
景
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
そ
の
場
の
も
つ
名
所
の
モ
チ
ー
フ
を
強
く

印
象
付
け
る
手
法
が
大
き
く
評
価
さ
れ
た
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
名
所
絵
に
比
べ
、
版

本
の

挿
絵
を
景
観
分
析
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
鶴

岡
蔵
水
が
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
描
い
た
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
は
、
川

面
に
浮
か
べ
た
船
か
ら
東
岸
を
下
流
か
ら
上
流
へ
、
西
岸
を
上
流
か
ら
下
流
へ
と
四

季
の
変
化
を
交
え
な
が
ら
順
に
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
の
成
立
の
背
景
に

は
、
江
戸
の
都
市
と
し
て
の
発
達
と
隅
田
川
流
域
の
機
能
や
江
戸
の
人
び
と
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

て

の
役
割
を
見
直
す
大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
小
林
忠
は
両
岸
一
覧

の

新
資
料
を
近
年
紹
介
し
て
、
両
岸
一
覧
図
の
成
立
と
系
譜
に
新
た
な
見
解
を
提
示

　
（
8
）

し
た
。
隅
田
川
の
全
貌
を
描
こ
う
と
す
る
動
き
に
つ
い
て
、
「
江
戸
と
い
う
新
興
都

市
が
成
熟
し
、
独
自
の
文
化
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ

た
十
八
世
紀
中
頃
以
降
」
で
あ
る
と
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
江
戸
の
発
達
と
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

観
描
写
の
変
化
を
関
連
づ
け
た
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　

で

は
、
盧
水
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
を
経
た
、
十
九
世
紀

の

前
半
に
成
立
す
る
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
お
い
て
隅
田
川
を
描
い
た
挿
絵
は
、
ど

の

よ
う
な
意
味
や
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
具
体
的
に
隅
田
川
や
そ
の

流
域
を
描
い
た
名
所
絵
の
分
析
を
す
す
め
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

描
写
さ
れ
た
空
間
を
都
市
の
発
達
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
流
域
の
地
域
特
性
の

把
握

に
つ
と
め
た
い
と
考
え
る
。
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［「江戸名所図会」にみる隅田川名所と流域の地域特性］・・…鈴木章生

表1『江戸名所図会』にみる隅田川名所

番号 巻数 表　　題 画　　　　題 隅［n川番号 図版・備考

1 江戸東南の市街より内海を望む図
2 両国橋、㊨プ”・・．÷’吟噺ン●

3 ，㊨・，・》’，r 　　　　　　　　　　　　　　≠←（両国橋） ■㎡〆
4 巻之一一 新大橋　三派
5 永代橋
6 佃島　住吉明神社　←’
7 P・吟舎，wテ　　　　　其二 ’へ，プ．，“・，・（佃島　湊稲荷社〉 ’．
1 金龍山浅草寺 最初の図
2 （浅草寺観音大士の出現図） 歴史
3 駒形堂　清水稲荷
4 正覚寺　八幡宮
5 御厩河岸渡
6 隅田川上流 千住川　千住大橋 ① 図1
7 隅田川西岸　　A参●÷←’“●●” 石浜神明宮鄭奇稲荷祠　’Fか“，●，●ひ“A●舎 ②

8 、1　　其二 　　　　　　・ウPテ‘，P「・’．・AA思河橋場渡　㎡已●A ，A…”　③
図2

9 　　　　A、，・・　　　　其三A÷．．今噺】・ 　　　・’P．，，・÷・〉噺．，A÷’一噺総泉寺　砂尾不動　同薬師、・“噺・‘・．㎡A■’売噺 A㎡’1．A　④’●’舎

10
巻之六

　
　
　
　
　
其
四
・ 　　　　　　　P’，，P，「妙亀明神社　浅茅が原　玉姫稲荷　　　　　　　　　　’［PA● ⑤ 図3

11 ・”・▼　其五 、▼．・苛㊨・…’…噺法源寺鏡が池
”勇「．’A・
⑥

12 角田河渡 歴史
13 正平七年隅田河合戦之図 歴史

14 ・．・÷÷“・・噺
　　　其二 　　・合P．．・噺←A・・“，吟（正平七年隅田河合戦之図）

．合’人・・噺

歴史
15 隅田川西岸 長昌寺宗論芝 ⑦ 図4
16 隅田川西岸 今戸八幡宮 ⑧
17 隅田川西岸 山谷堀　今戸橋　慶養寺 ⑨ 図5
18 隅田lll西岸 真土山聖天宮 ⑩ 図6
1 深川霊雲院
2 本所一目　弁財天社　深川八幡御旅所
3 多田薬師堂
4 隅田川両岸 大川橋 ⑪ 図7
5 隅田川東岸　㊨・ 三囲稲荷社　・吟「吟

⑫ 図8
6 　　　　　A，隅田川東岸 ’．A，’・・，…祷牛御前宮　長命寺 ・・A，，’　　⑬
7 　’…←》㎡舎隅田川東岸 　　・1，’・・…「●・．唱・・、】，（牛御前宮　長命寺）

÷唱．・・．・
　　⑭

図9

8 巻之七 隅田川東岸 白髭明神社 ⑮

9 隅田川東岸 隅田川渡 ⑯ 図10
10 隅田川堤春景 図11風俗
11 隅田川東岸．・…w 木母寺　梅若塚　水神宮　若宮八幡●・・垣…舎 ⑰

12 　　　　　，P，隅田川東岸 　　　　　　・，、奔．，．・（木母寺　梅若塚　水神宮　若宮八幡） 　，’⑱ 図12

13 　　　¶”「・隅田川両岸A・吟．ρ ∀・’．．・．・…“，唱，、P，鐘が潭　丹鳥の池　綾瀬川　　　　，■“’A，●吟■w■’● ◎ 図13
14 　　　　参9A、’合隅田川上流其二　．．．・・ ・’，’一・・’・…》‘‘牛田薬師堂　関屋里　、・㎡吟，’

P’，，・》唱

⑳
15 　　，其三 　　　　・’「・’P÷AP〆…関屋天満宮

図14

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
全
七
巻
二
十
冊
の
う
ち
、
隅
田
川
の
景
観
を
取
り
込
ん
だ
挿

絵

は
、
表
1
の
よ
う
に
全
部
で
四
十
図
を
数
え
る
。
内
訳
は
、
巻
之
一
の
「
江
戸
東

南
の
市
街
よ
り
内
海
を
望
む
図
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
両
国
橋
」
や
「
新
大
橋
」
「
永

代
橋
」
「
佃
島
」
な
ど
の
七
図
、
巻
之
⊥
ハ
で
は
十
八
図
、
巻
之
七
で
は
十
五
図
と
な
る
。

0
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
み
る
隅
田
川
流
域
の
景
観

こ
の
な
か
に
は
巻
之
六
に
挿
入
さ
れ
た
「
浅
草
寺
観
音
大
士
の
出
現
図
」
「
角
田
河
渡
」

「
正
平
七

年
隅
田
河
合
戦
之
図
」
の
よ
う
に
、
隅
田
川
お
よ
び
そ
の
流
域
に
ま
つ
わ

る
故
事
・
伝
承
や
歴
史
に
関
わ
る
挿
絵
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
景
観
や
流
域
の
地
域

的
特
徴
を
分
析
す
る
の
に
必
ず
し
も
適
当
と
は
限
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
表
1
か
ら
わ
か
る
の
は
、
隅
田
川
お
よ
び
流
域
景
観
を
含
む
周
辺
地
域
が
巻

之
一
、
巻
之
六
、
巻
之
七
の
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

隅
田
川
の
西
岸
を
巻
之
⊥
ハ
、
隅
田
川
の
東
岸
を
巻
之
七
に
組
み
込
ん
で
い
る
点
も
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認

し
て
お
き
た
い
。
江
戸
の
根
幹
を
な
す
巻
之
一

　図
⑭
…
⑭

守長昭綱干

…劇…諭語㌘
圧順．坦

隅
叩

岸
‥

陳醐隅

⑮社神捌酷岸陳馴隅

10図
・

8
6
）暗田隅岸順田隅

硲屈11図韻幌田隅

12図

13図

14図

⑰
⑱
、
⑲
’
⑳
…

幡
゜八宮

若
一

宮
“

神
゜丞

塚
…

若
…

梅
゜

寺
…

母
．

木
、

緬
‥八
…

若
“宮

”

神水若梅…寺母…

体 　
瀬綾

…
里

．

爾…

醒
…鴉．

堂……諜
逗
牛
…

岸…

岸
…

陳…

陳
「

隅
…
隅

宮満…
天屋関

岸
…

．

㎜…型
…隅…

…
二

…其流
…壮…型

隅
…

…三
叩

其

七之巻

b

7

8

9

10

11

12

13

14

15

で

は
、
隅
田
川
に
関
係
す
る
挿
絵
が
極
め
て
少
な

い

特
徴

も
あ
る
。
ま
た
、
巻
之
七
で
展
開
す
る
隅

田
川
河
口
部
と
東
岸
の
深
川
地
域
は
、
も
っ
と
名

所

と
な
る
地
を
収
録
し
て
い
て
も
良
さ
そ
う
で
あ

る
が
実
際
の
掲
載
数
は
少
な
い
。

　
次
に
挿
絵
の
タ
イ
ト
ル
に
注
目
す
る
と
、
『
江

戸

名
所
図
会
』
の
挿
絵
に
は
タ
イ
ト
ル
と
な
る
画

題

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
完
結
の
画
題
を
付

け
る
こ
と
が
多
い
な
か
、
「
其
二
」
「
其
三
」
と
い
っ

た
連
続
す
る
複
数
枚
の
画
面
構
成
を
取
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
場
合
、
名
所
の
画
題
や
ナ
ン
バ
ー
リ

ン
グ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
『
江
戸

名
所
図
会
』
全
体
を
見
た
と
き
、
絵
に
一
枚
一
枚

の

画
題
を
付
け
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
徹

底
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
連
続
画
面
の

構

成
は
、
版
本
と
い
う
こ
と
も
あ
り
一
丁
見
開
き

図
（
こ
の
単
位
を
本
稿
で
は
一
図
と
呼
ぶ
）
を
基

本
に
、
二
図
、
三
図
、
四
図
と
連
続
し
て
続
く
場

合
や

こ
れ
に
半
丁
片
開
き
の
図
が
付
く
こ
と
も
あ
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る
。　

ま
た
、
表
の
な
か
で
一
際
目
立
つ
の
が
、
画
題
に
加
え
て
「
隅
田
川
西
岸
」
「
隅

田
川
東
岸
」
「
隅
田
川
両
岸
」
「
隅
田
川
上
流
」
と
い
う
表
題
で
あ
る
．
「
隅
田
川
」

が
頭

に
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
便
宜
的
に
「
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
」

と
総
称
す
る
。
こ
の
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
挿
絵
は
全
部
で
二
十
一
図
確
認
す
る
こ
と

が
で

き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
挿
絵
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
な
か
で
他
に
見
ら
れ
ず
、

こ
の
「
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
」
だ
け
や
や
特
別
な
感
じ
を
受
け
る
。

　
以
下

に
、
二
十
一
図
に
わ
た
る
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
か
ら
主
要
な
名
所
絵
に
つ
い
て
、

そ
の
画
面
構
成
や
内
容
の
特
徴
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
，

（
1
）
隅
田
川
西
岸
流
域
の
名
所
絵

①
「
千
住
川
千
住
大
橋
」
（
図
1
）

　
「
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
」
は
「
隅
田
川
上
流
」
の
表
題
を
冠
し
た
千
住
か
ら
始
ま
る
。

描
か
れ

た
メ
イ
ン
の
対
象
は
千
住
大
橋
と
千
住
川
で
、
街
道
と
隅
田
川
が
交
差
す
る

重
要
な
場
所
に
あ
た
る
。
千
住
宿
は
口
光
・
奥
州
街
道
の
江
戸
か
ら
第
一
番
目
の
宿

場
で

あ
り
、
橋
は
江
戸
と
そ
の
外
と
を
分
け
る
境
界
地
点
に
な
る
。
画
中
の
添
え
書

き
に
は
「
荒
川
の
下
流
に
し
て
隅
田
川
浅
草
川
の
上
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
千
住
大

橋
の
上
流
を
荒
川
、
下
流
を
隅
出
川
・
浅
草
川
と
み
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
橋

に
よ
っ
て
川
の
名
称
を
も
区
分
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

画
面
手
前
の
町
並
は
小
塚
原
町
、
対
岸
に
は
河
原
町
が
続
く
。
小
塚
原
町
の
橋
の

す
ぐ
際
に
は
船
荷
の
揚
げ
場
が
あ
り
、
上
流
か
ら
来
た
川
船
か
ら
樽
状
（
四
斗
樽
）

の

も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。
対
岸
で
は
筏
を
ば
ら
し
た
材
木
が
何
本
も
岸
に
つ

け
ら
れ
、
周
囲
に
は
材
木
問
屋
ら
し
い
町
屋
が
集
中
し
て
い
る
。
空
き
地
に
は
薪
の

よ
う
な
材
木
も
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
様
子
か
ら
こ
の
地
が
物
資
の
集

積
地
で
あ
り
、
江
戸
市
中
へ
そ
れ
ら
の
物
資
が
運
び
込
ま
れ
る
玄
関
口
で
あ
る
こ
と

は

明
確
に
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
挿
絵
が
示
す
千
住
大
橋
は
、
隅
田
川
に
最
初
に
架
け
ら
れ
た
橋
と
し
て
知
ら

れ

た
名
所
で
あ
り
、

こ
の
図
様
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
こ
と
は

い

う
ま
で
も
な
い
。

こ
こ
を
「
隅
田
川
シ

リ
ー
ズ
」
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
い
る
の

は
、
川
の
呼
称
に
象

徴

さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
こ
か
ら
が
隅
田
川

で

あ
る
こ
と
を
意
識

的
に
表
現
し
た
も
の

だ

か

ら
で
あ
る
。
事

実
、
本
の
編
集
は
こ

の

「
隅
田
川
上
流
」

に
続
い
て
「
隅
田
川

西
岸
」
を
冠
し
た
隅

田
川
西
岸
沿
い
の
名

千
住
川

　
荒
1
1
の
下
院

　
う
く
緊

慧
一一 7一へ＿

二
、
♪

所
の
数
々
が
上
流
か
ら
ド
流
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

図1隅田川上流「千住川・千住大橋」
　　（「江戸名所図絵』CD－ROM版、ゆまに書房。以ド、特に出展を記さない場合同じ。）

②
「
石
浜
神
明
宮
　
真
崎
稲
荷
祠
」
　
③
「
思
河
　
橋
場
渡
三
図
2
）

　
②
「
石
浜
神
明
宮
真
崎
稲
荷
祠
」
か
ら
⑥
「
法
源
寺
鏡
が
池
」
ま
で
の
絵
は
、

「
其
二
」
か
ら
「
其
五
」
ま
で
を
画
面
に
付
す
こ
と
で
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ
が
施
さ
れ

て

い

る
。
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
連
続
し
た
絵
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
③
「
思
河

橋
場

渡
」
と
④
「
総
泉
寺
砂
尾
不
動
　
同
薬
師
」
の
画
面
は
微
妙
な
タ
ッ
チ
で
は

あ
る
が
連
続
で
は
な
い
。

　
②
の
図
様
は
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
二
つ
の
神
社
を
対
象
に
し
た
傭
撤
図
で
、
手
前
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の

隅
田
川
沿
い
に
並
ぶ
鳥
居
は
、
石
浜
・
真
崎
両
社
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
石
浜
は

中
世
に
お
い
て
千
葉
氏
の
城
が
あ
っ
た
地
で
あ
り
、
占
く
か
ら
渡
津
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
源
頼
朝
が
浮
船
を
組
ん
で
隅
田
川
を
渡
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
も
知
ら
れ
て
い

る
。　

真
崎
稲
荷
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
、
千
葉
守
胤
が
石
浜
城
主
の
頃
、

家
に
伝
わ
る
霊
珠
を
城
内
の
鎮
守
と
し
て
稲
荷
を
勧
請
し
、
先
駆
け
先
陣
の
願
を
立

て

た
と
こ
ろ
こ
と
ご
と
く
叶
っ
た
こ
と
か
ら
「
真
先
」
稲
荷
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
そ

の
霊
験
ぶ
り
は
『
武
江
年
表
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
延
享
三
、
四
年
（
一
七
四
六
、
四
七
）

の

頃
よ
り
詣
人
多
く
繁
栄
せ
り
」
と
あ
り
、
同
書
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
九
月
の

項

で

は
、
「
真
崎
稲
荷
社
流
行
出
で
て
、
田
楽
茶
屋
数
軒
出
て
繁
昌
す
」
る
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ソ

よ
う
に
、
十
八
世
紀
の
半
ば
頃
に
流
行
神
化
し
た
様
子
が
わ
か
る
。
画
面
手
前
左
手

に
「
茶
屋
」
の
文
字
が
あ
り
、
田
楽
茶
屋
の
外
観
が
わ
か
る
。

　
③
「
思
河
　
橋
場
渡
」
の
図
は
、
思
川
と
橋
場
の
渡
（
隅
田
川
の
渡
）
が
メ
イ
ン
と

な
る
名
所
絵
と
な
る
。
思
川
は
画
面
右
か
ら
中
ほ
ど
に
上
り
、
右
手
か
ら
横
に
延
び

る
塩
人
土
手
（
砂
尾
土
手
と
も
い
う
）
と
田
の
中
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
交
差

点
に
は
見
事
な
松
の
木
（
下
り
松
、
首
懸
の
松
と
も
い
う
）
が
一
本
あ
り
、
目
印
と

み

な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
土
手
は
千
住
大
橋
の
小
塚
原
町
に
延
び
る
十
手
で
、
先
に

見
た
挿
絵
①
と
は
連
続
画
面
で
は
な
い
も
の
の
つ
な
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思

川
の
河
口
に
は
、
川
に
浮
か
べ
た
丸
太

蘂
，

叢
　

荷
の違

　
　
　

一一三二＝＝：

　　ニへも　賑…垂当

　
姦
鰍
、㍉

｛

ド
と
り霧

講
灘
睾
㎞一《≡w幣⌒㌣

麟・酬遮鷲熟ぎ牡
　二一二＝　　　　．＿＿…，llw曲‘1

ヰ

　一　　　
一　

一～一

　エ　ヰ　あニ≡＿＿、一一

う
き
族
の

・

～
～

確
あ
ーξ

　
　
偽

幅
の

ゼ
入
偽

　
A
み
㎞

道
奥
岐
篇

　
　
（

’

一：＝『

　へ｝　＼ぺ

榔織
齪・・

迩’　＾　　　べ　一

　一一　訂　逃梛
酷　　　　　　w

図2隅田川西岸「石浜神明宮」「思河・橋場渡」

を
扱
う
川
並
の
姿
が
み
ら
れ
、
河
川
に
隣
接

す
る
囲
い
の
あ
る
空
き
地
は
御
上
り
場
で
あ

る
。
画
面
左
側
に
は
橋
場
の
渡
が
あ
り
、
「
こ

の

所
す
み
だ
河
の
わ
た
し
場
」
と
書
い
て
あ

る
。　

③
の
絵
は
、
先
に
見
た
②
の
「
石
浜
神
明

宮
真
崎
稲
荷
祠
」
と
思
川
に
よ
っ
て
上
流

側
と
下
流
側
と
を
区
切
る
境
界
的
な
位
置
づ

け
を
持
ち
、
橋
場
の
渡
に
よ
っ
て
対
岸
と
の

接
1
5
…
を
示
し
て
い
る
，
思
川
よ
り
L
流
で
は

護

岸
が
自
然
地
形
で
あ
る
の
に
、
下
流
で
は

渡
し
場
や
茶
屋
が
す
ぐ
際
に
あ
っ
て
家
並
み

が
続
い
て
い
る
様
子
か
ら
も
そ
の
違
い
は
歴

然
で
あ
る
。

139



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第136集2007年3月

④
「
総
泉
寺
砂
尾
不
動
同
薬
師
」
⑤
「
妙
亀
明
神
社
浅
茅
が
原
玉
姫
稲
荷
」
⑥

「法
源
寺
　
鏡
が
池
」
（
図
3
）

　

画
面
手
前
に
は
「
此
辺
別
荘
お
ほ
し
」
と
あ
り
、
西
岸
の
こ
の
周
辺
は
寮
や
別
荘

地
帯
が
多
く
あ
る
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
総
泉
寺
は
、
画
面
に
描
か
れ
た
松
並
木
を
見

て

わ
か
る
よ
う
に
、
寺
域
が
大
き
い
。
妙
亀
明
神
社
に
は
梅
若
丸
の
母
の
塚
と
さ
れ

る
妙
亀
塚
が
あ
り
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
よ
う
に
浅
茅
が
原
が
広
が
っ
て
い
る
．
．
さ
ら

に
そ
の
奥
に
は
玉
姫
稲
荷
が
み
え
る
。
画
面
の
上
、
川
か
ら
離
れ
た
所
に
は
浅
草
山

谷

町
の
家
並
み
を
示
し
て
い
る
。

　
名
所
と
し
て
メ
イ
ン
と
な
る
対
象
は
、
「
其
三
」
か
ら
「
其
五
」
に
か
け
て
展
開

す
る
総
泉
寺
と
総
泉
寺
門
前
に
広
が
る
浅
茅
が
原
と
妙
亀
塚
、
そ
し
て
鏡
が
池
を
含

蝿

　
　
　
　
　
、

⊂
一～＝『

一≡≡鋼

蹴．　霧爾
川ll　　　　　　　　｛f　　　『　　　　＿

む
こ
れ
ら
一
帯
で
あ
る
。
『
江
戸
砂
子
』
に
よ
れ
ば

　
　
む
め
若
丸
の
母
、
こ
の
池
を
見
る
に
、
梅
若
の
す
が
た
か
げ
の
ご
と
く
に
見
え

　
　

し
に
よ
り
、
こ
の
池
へ
身
を
す
て
し
と
い
ひ
つ
た
ふ
。
弁
才
天
の
社
あ
り
。
妙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
亀
尼
を
い
わ
ふ
と
云
。

と
あ
る
よ
う
に
、
鏡
が
池
は
梅
若
丸
の
母
が
身
を
投
じ
た
池
で
、
妙
亀
塚
は
そ
の
塚

だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
帯
は
、
梅
若
丸
の
伝
承
の
世
界
を
継
承
す
る
地
で

あ
り
、
川
沿
い
に
は
別
荘
や
茶
屋
と
い
っ
た
静
か
で
隠
棲
的
な
建
物
が
、
こ
の
地
の

も
つ
特
徴
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　
⑦
「
長
昌
寺
宗
論
芝
」
⑧
「
今
戸
八
幡
宮
」
⑨
「
山
谷
堀
今
戸
橋
慶
養
寺
」
⑩
「
真

土

山
聖
天
宮
」
の
四
枚
は
隅
田
川
西
岸
を
特
徴
づ
け
る
寺
社
や
景
物
な
ど
で
、
そ
れ

鱗　，
　　　　蝶
1爆≡、

ヂ蘇　↓』 き

．

設

図3
隅田川西岸
「総泉寺・砂尾不動・同薬師」

「妙亀明神社・浅茅が原・玉姫稲荷」

「法源寺・鏡が池」
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そ
れ
独
立

し
た
絵
で
あ
り
、
⑦
「
長
昌
寺
宗
論
芝
」
（
図
4
）
の
画
面
は
今
戸
焼
独

特
の
竈
と
煙
が
記
号
化
さ
れ
、
今
戸
を
特
定
す
る
定
型
化
さ
れ
た
挿
絵
で
あ
る
。
広

重
な
ど
の
絵
と
は
異
な
り
、
独
特
な
ダ
ル
マ
竈
や
煙
を
大
胆
に
描
く
こ
と
は
せ
ず
に
、

今
戸
の
景
観
を
構
成
す
る
情
報
の
↓
つ
と
し
て
描
い
て
い
る
。

⑨
「
山
谷
堀
今
戸
橋
慶
養
寺
三
図
5
）

　
今
戸
橋
の
あ
る
河
口
付
近
に
は
船
宿
も
多
く
、
猪
牙
船
が
た
く
さ
ん
停
泊
し
て
い

る
。
隅
田
川
に
は
屋
根
船
も
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
陸
に
上
っ
た
客
は
、
堀
に
沿
う
日

本
堤

を
歩
い
て
新
吉
原
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
画
面
に
は
新
吉
原
の
町
の
気
配
は
な

⇒

い

が
、
山
谷
堀
の
存
在
は
新
吉
原
へ
向
か
う
入
口
と
し
て
隅
田
川
西
岸
で
は
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
は
竹
屋
の
渡
と
も
い
い
、
こ
こ
を
漕
い
で
出
た
渡
し
船
は
対
岸

の
三

囲
神
社
の
鳥
居
近
く
に
着
く
。
渡
し
は
、
山
谷
堀
の
船
宿
竹
屋
鉄
五
郎
が
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
と
い
う
が
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
対
岸
を
結
ぶ

役
割
は
大
き
く
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
吾
妻
橋
架
橋
以
前
か
ら
人
的
・
物
的
交

流
の
正

に
橋
渡
し
で
あ
っ
た
。

忘、

＜ 靱x、辿⊥ 1‘‘lr

　
　
噸
ー
ジ

図4隅田川西岸「長昌寺宗論芝」

⑩
「
真
土
山
聖
天
宮
」
（
図
6
）

　
絵
は

先
の
⑨
の
次
に
来
る
絵
で
は
あ
る
が
、
連
続
画
面
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
川
を
往
来
す
る
人
び
と
は
、
流
域
の
す
ぐ

鷺
鶴
　B

塾

囲
畿iき藍縫

ψ
　
　
㌍

　
　
　
窄
　
　
　
、

　
　
竃
邑

　
　
　
　
鷲

＝
、

二
＝

幽闇

三

蔦
・⇒襲

鮮

ごア

　
へ

逼
三

二
嚇

≡取

図5隅田川西岸「山谷堀・今戸橋・慶養寺」

川
縁
に
そ
の
小
高
い
見
事
な
松
山
が
あ
る
こ

と
で
航
行
の
目
印
と
し
た
。
上
流
か
ら
来
た

人
は
こ
の
山
を
見
て
江
戸
へ
の
到
着
を
意
識

し
、
逆
に
こ
の
山
を
見
送
り
な
が
ら
江
戸
を

離
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

浅
草
寺
の
観
音
出
現
に
際
し
、
一
夜
に
し
て

こ
の
山
が
で
き
、
金
龍
が
現
れ
た
と
い
う
伝

承
を
も
つ
名
所
で
、
『
江
戸
名
所
記
』
に
も
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

れ

武
蔵
の
国
の
名
所
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に

古
い
伝
統
的
な
名
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ

て

い
た
。

　
江
戸

に
お
け
る
山
谷
堀
と
真
土
山
の
地
域

的
な
関
係
を
考
え
る
と
、
両
者
を
セ
ッ
ト
に

し
た
連
続
画
面
で
大
き
く
捉
え
て
も
よ
い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
俗
的
な
性
格
の
強
い
山

谷
堀
と
、
宗
教
的
な
性
格
と
河
川
交
通
の
目

印
と
さ
れ
た
真
土
山
聖
天
宮
を
、
あ
え
て
独
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灘
一
　
竺

i藻灘蕪
き蟻鑛

　一一一…二三還轟
　＝：翌≧霊叢

灘難議

図6　隅田川西岸「真土山聖天宮」

一　　　、

｛

騨
＝：二＝：コ⊆二　“

図7　隅田川両岸「大川橋」

立

さ
せ
た
の
は
、
隅
田
川
西
岸
の
や
や
広
域
な
空
間
認
識
で
は
な
く
、

ト
と
し
て
認
識
す
る
名
所
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
。
．

（
2
）
隅
田
川
東
岸
流
域
の
名
所
絵

単
独
ス
ポ
ッ

⑪
「
大
川
橋
」
（
図
7
）

　
「
隅
田
川
両
岸
」
の
表
題
を
冠
し
た
挿
絵
で
あ
る
。
画
題
と
な
る
大
川
橋
を
メ
イ

ン
に
し
、
橋
を
境
に
北
側
の
両
岸
流
域
を
遠
望
す
る
傭
鰍
図
で
あ
る
。
近
景
、
中
景
、

遠

景
と
遠
近
法
を
駆
使
し
、
大
川
橋
以
北
の
西
岸
や
東
岸
に
点
在
す
る
名
所
や
地
域

を
示
し
て
拡
が
り
観
を
描
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
大
川
橋
手
前
に
は
花
川
戸
や
真

上

山
、
山
谷
堀
、
今
十
焼
き
の
煙
、
石
浜
神
明
が
西
岸
沿
い
に
見
え
、
遠
く
に
は
筑

波

山
が
聲
え
る
安
定
し
た
構
図
を
持
つ
図
様
で
あ
る
。

　
対

岸
に
は
中
之
郷
の
瓦
焼
の
煙
が
立
ち
、
小
梅
、
源
森
川
、
さ
ら
に
向
島
を
遠
方

に
描
く
．
．
近
景
に
目
を
転
じ
る
と
大
川
橋
手
前
に
は
六
地
蔵
河
岸
が
あ
り
、
茶
屋
や

材
木
が
あ
る
。
川
面
を
往
来
す
る
船
は
、
遠
く
の
帆
船
は
高
瀬
船
．
、
一
隻
、
そ
の
手
前

に
都
鳥
と
思
わ
れ
る
水
鳥
の
群
れ
が
あ
り
、
筏
流
し
が
源
森
川
河
口
付
近
を
通
る
。

大

川
橋
の
す
ぐ
北
を
猪
牙
船
二
艘
が
西
岸
沿
い
に
上
流
へ
進
ん
で
お
り
、
新
吉
原
へ

向
か
う
客
を
乗
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
川
橋
の
す
ぐ
南
に
は
屋
形
船
が
下
っ
て
お

り
、
竹
町
の
渡
で
対
岸
に
向
か
う
渡
し
船
も
見
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
隅
田
川
の
上
流
に
向
か
っ
て
両
岸
を
描
く
構
図
は
、
盧
水
の
描
く
「
隅

田
川
両
岸
一
覧
」
に
は
な
く
、
筑
波
山
を
遠
望
す
る
雄
大
な
構
図
は
、
日
本
橋
の
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

景
に
富
上
山
を
配
す
る
よ
う
に
、
名
所
の
定
型
化
を
思
わ
せ
る
図
様
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
絵
の
奥
に
西
岸
の
今
戸
や
東
岸
の
向
島
が
展
開
し
て
い
る
の
は
、
見
る
者
に
あ

る
種
の
期
待
感
を
抱
か
せ
る
。
文
化
・
文
政
期
に
こ
の
よ
う
な
江
戸
名
所
に
富
士
山

や

筑
波

山
な
ど
を
描
き
込
む
の
は
、
江
戸
の
都
市
と
し
て
の
発
展
と
空
間
の
拡
が
り

を
視
角
化
す
る
象
徴
的
な
役
割
を
担
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑫
「
三
囲
稲
荷
社
」
（
図
8
）
⑬
「
牛
御
前
宮
長
命
寺
」

　
巻
之
七
の
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
は
、
大
川
橋
に

始

ま
り
東
岸
を
北
上
す
る
展
開
で
あ
る
。
ま

ず
、
大
川
橋
に
続
い
て
、
こ
れ
ら
⑫
～
⑭

の

図
が
二
枚
半
の
連
続
画
面
で
登
場
す
る
。
「
其

二
」
と
い
っ
た
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ
は
な
い
が
、
確

実

に
面
面
は
連
続
す
る
。

　
源
森
川
を
越
え
た
先
の
三
囲
稲
荷
社
、
牛
御
前

宮
、
長
命
寺
を
連
続
画
面
で
構
成
し
て
い
る
の
は
、

宗
教
的
な
関
連
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
三
つ
の

宗
教
施
設
の
立
地
空
間
で
あ
り
、
隅
田
川
東
岸
の

堤
が

こ
の
先
深
く
右
に
折
れ
る
と
い
う
地
理
的
な

理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
画
面
奥
に
は
弘
福

寺
、
さ
ら
に
は
秋
葉
権
現
社
が
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
隅
田
川
の
東
岸
に
主
眼
が
置
か
れ

て

は

い

る
も
の
の
、
川
か
ら
離
れ
た
内
側
に
位
置

す
る
神
社
仏
閣
を
描
く
と
い
う
の
は
、
隅
田
川
沿

い

の

名
所
に
限
定
す
る
も
の
で
な
く
、
向
島
と
い

う
一
つ
の
エ
リ
ア
を
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
地

⑭

無
題
（
図
9
）

」．颪
絡
袴
社

え
禄
c
頃
ポ
柱
の
雀
よ

一

老
燈
？
射
卍
禽

掬
．
槙
禁
儂
今
・
漂
品

え
砲
が
而
よ
㌢
帆
柏
賞

熊
曳
パ
膓
蓑

、難
灘

　
纏
卿
．

一 　～一フ4一二∠一＾

轟轟姦
＿＿＿

逗繍9垂

早

住

頃
や

」
佐

よ
書

坑
らト

二

」　　しFl　1」y　．、11声 一蛸’　・－s　一一・

図8　隅田川東岸「三囲稲荷社」

荊
躍剛
、
閣

躍
信
頴
田
川
東
丹

　
、

一
　　　爆　　　　〆

羅繊
一

＝T．ミ＝

　頂　日　悔

離
　
∫
　

図9　隅田川東岸「牛御前宮・長命寺」
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域
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
描
写
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
三

囲
稲
荷
は
江
戸
時
代
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
「
江
戸
名
所

図
屏
風
」
な
ど
に
見
え
る
の
は
梅
若
伝
説
の
木
母
寺
で
あ
り
、
『
江
戸
名
所
記
』
に

も
三
囲
の
名
は
登
場
し
な
い
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
宝
井
其
角
に
よ
る
雨
乞

い

の

吟
が
有
名
と
な
り
、
享
保
期
に
入
る
と
三
井
越
後
屋
の
帰
依
を
得
て
三
囲
稲
荷

に
人
気
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
鳥
居
が
ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。
堤
の
下
に

現
存
す
る
石
の
鳥
居
に
は
銘
が
な
い
た
め
年
代
特
定
は
で
き
な
い
が
、
三
井
越
後
屋

と
の
関
係
を
考
え
る
と
享
保
期
の
設
置
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
以
降
、
三
囲

稲
荷
の
名
所
絵
に
は
、
堤
の
上
に
頭
を
出
す
鳥
居
が
定
着
す
る
。

　
ま
た
、
図
8
－
1
の
拡
大
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
社
に
向
か
っ
て
左
脇
に
建

つ
石

碑
は
、
そ
の
形
状
と
位
置
か
ら
文
化
九
年
二
八
一
二
）
に
建
て
ら
れ
た
野
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

車
鷹
の
「
ひ
ら
く
手
の
五
ウ
は
勝
な
り
梅
の
花
」
の
句
碑
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

囲
稲
荷
本
社
の
正
面
に
は

竺罫r磐竺・・〉瓢ず泌騨．’縛＿．∋一

　　　　図8－1三囲稲荷社本社（拡大図）

川
口
で
鋳
造
さ
れ
た
文
政
五

年
（
一
八
二
二
）
銘
の
あ
る

天
水
桶
が
な
い
こ
と
か
ら
、

『江
戸

名
所
図
会
』
の
こ
の

⑫
～
⑭
の
図
に
限
定
は
さ
れ

る
も
の
の
、
こ
の
挿
絵
が
文

化
九
年
か
ら
文
政
五
年
ま
で

の

お
よ
そ
十
年
程
の
間
に
描

か
れ

た
も
の
と
推
定
す
る
こ

　
　
　
　
（
1
6
）

と
が
で
き
る
。

　
牛
御
前
宮
は
、
現
在
の
牛

嶋
神
社
に
な
る
が
、
本
所
地

区
の
総
鎮
守
と
な
っ
て
い

る
。
牛
島
と
い
う
地
名
は
か

つ
て

こ
の
地
が
牛
の
形
に
似
た
島
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
事

実
は
わ
か
ら
な
い
。
鳥
居
の
手
前
に
は
「
葛
西
太
郎
」
と
い
う
鯉
濃
な
ど
の
川
魚
専

門
の
料
理
店
が
あ
る
。
葛
西
太
郎
の
近
く
の
堤
に
は
屋
根
船
が
停
泊
し
て
お
り
、
船

で

訪
れ
る
参
詣
者
と
食
事
の
客
も
多
か
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
実
際
、
こ
の
近

辺

は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
武
蔵
屋
、
大
七
と
い
っ
た
料
理
屋
が
点
在

す
る
。
長
命
寺
門
前
に
は
桜
餅
で
有
名
な
山
本
屋
が
あ
る
。

⑯
「
隅
田
川
渡
」
（
図
1
0
）

　
い
わ

ゆ
る
橋
場
の
渡
を
メ
イ
ン
に
捉
え
た
絵
で
あ
る
。
手
前
の
川
面
に
は
筏
で
下

る
様
子
と
薪
あ
る
い
は
短
い
材
木
を
運
ぶ
運
搬
船
の
様
子
が
わ
か
る
。
揚
げ
場
の
脇

に
は
茶
屋
と
家
が
あ
る
が
、
船
か
ら
上
っ
た
人
び
と
は
堤
ま
で
歩
き
、
桜
の
古
木
が

続

く
土
手
沿
い
を
往
来
す
る
。
春
の
向
島
周
辺
を
行
楽
す
る
様
子
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
先
に
出
た
三
囲
稲
荷
社
、
牛
御
前
宮
、
長
命
寺
に
み
る
桜
並
木
は
ま
ば
ら

で
、
人
の
数
も
少
な
い
感
じ
が
あ
る
が
、
こ
の
付
近
は
桜
の
古
木
が
見
事
な
枝
振
り

を
見
せ
て
お
り
、
人
の
出
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
描
き
分
け
は
、
墨
堤
の
植
樹
の
歴
史
に
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。
隅
田
村

名
主
坂
田
家
の
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
上
が
あ
る
。

　
一
、
享
保
二
酉
年
五
月
徳
川
家
八
代
将
軍
有
徳
院
殿
代
（
墨
川
村
内
梅
若
境
内
木
母
h
J
へ
引
続
キ
）
隅
田
川

　
　
御
殿
（
関
屋
ノ
里
兀
御
前
栽
畑
）
御
庭
へ
赤
松
・
螂
燭
・
桜
其
他
御
植
附
之
瑚
、
御
見
通
御
慰

　
　
薄
キ
故
、
木
母
寺
門
前
ヨ
リ
寺
島
村
内
橋
場
渡
船
場
脇
御
上
り
場
迄
、
大
堤
左

　
　
右
へ
桜
百
本
御
植
附
相
成
候
。

　
一
、
同
十
一
午
年
中
、
同
所
へ
桃
柳
桜
共
百
五
拾
本
御
植
増
相
成
、
後
々
不
絶

　
　
様
、
親
木
ヨ
リ
芽
出
シ
テ
根
分
育
、
控
継
可
致
様
、
取
締
役
松
下
伊
賀
守
殿
ヨ

　
　

リ
坂
田
弥
次
右
衛
門
被
申
付
候
。

　
　
　
（
略
）

　
一
、
天
保
二
卯
年
三
月
、
右
桜
古
木
二
相
成
、
朽
損
シ
多
分
有
之
二
付
、
根
分
控

　
　
木
大
堤
左
右
寺
島
村
へ
八
拾
弐
本
、
須
崎
村
へ
九
拾
弐
本
、
小
梅
村
へ
弐
拾
九
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本
、
合
弐
百
三
本
取
締
役
坂
田
三
七
郎
自
費
ヲ
以
植
付
、
夫
ヨ
リ
向
島
大
堤
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
ケ
村
共
植
並
、
其
後
嘉
永
七
寅
年
十
月
弐
百
本
植
足
有
之
候
。

　

こ
こ
で
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
代
に
鷹
狩
が
復
活
し
て
こ
の
地
が
そ
の
該
当
地
区

と
な
っ
た
お
り
、
「
御
見
通
御
慰
薄
き
故
」
に
木
母
寺
か
ら
橋
場
の
渡
ま
で
植
え
た

の

が
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
の
植
樹
は
吉
宗
の
鷹

狩
復
活
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
隅
田
川
の
上
流
域
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
享
保
期
に
植
樹
し
た
桜
が
古
木
と
な
っ
た
た
め
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に

隅
田
村
名
主
坂
田
三
七
郎
が
自
費
を
投
じ
て
根
分
け
し
、
隅
田
川
流
域
の
地
に
移
植

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
三
囲
稲
荷
な
ど
の
あ
る
須
崎
村
や
小
梅
村
近
辺
の
植
樹
拡
大

と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
次
の
頁
の
「
隅
田
川
堤
春
景
」
（
図
H
）
図
は
、
花
見
の
様
子
を
大
き
く
描

い

て

い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
花
見
風
俗
の
様
子
は
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
よ

う
な
表
題
を
付
け
て
お
ら
ず
、
］
連
の
揃
い
物
に
は
組
み
込
ま
せ
て
い
な
い
。
あ
く

ま
で
も
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
は
隅
田
川
の
景
観
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

図10隅田川東岸「隅田川渡」

図11　「隅田川堤春景」
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⑰
「
木
母
寺
・
梅
若
塚
・
水
神
宮
・
若
宮
八
幡
三
図
1
2
）
⑲
「
鐘
が
潭
・
丹
鳥
の
池
・
綾
瀬
川
」

（図
1
3
）

　
⑰
～
⑳
ま
で
は
見
開
き
図
に
換
算
し
て
四
枚
の
連
続
画
面
で
構
成
し
て
い
る
。
画

ヰ
㊨
幸

階
新

ぽ

村
楓
顧

裏
富
八
憎

鎧

鐡

鷲
　　 　 　コ　ニ

ロ
向
曇
延

－
力
悟
の

～
少
ζ
“

今
ロ
～
昨

　
か
牽
ん
く

古
惇
の

ク
ワ
行
ム

　
　
の

†
、
＜
幌

ブ
ー

　
ξ

ソ
　
抽
ψ

　
‘
．
魯
本
偏

←畠＿＿一…『　

≧蒙墓i藝攣
＿．．＿出磁ぽ　一

一
妻
竃
傘

慧遷蓮
一　　一

一》
膓
ユ

　
む
｝
の

い
モ
ノ

　
彰
ら
h

＝

　
　
　
　
　　
『
三
　

蚕
輪

三

　
一．

図12隅田川東岸「木母寺・梅若塚・水神宮・若宮八幡」

よ
　
　
を

鐘
・
障

ま
ん
て
き
ぐ
り

升亀
の
沁
　
　
、

か
や
ピ
　
　
う
ハ

綾
頗
川
・
停
゜

⑭
閨
凍嚥丁一1繍唖膏二．

sミ　』⊇・…ン
　＝二そこ≡一一

≡

薗
め專

『
川

　
～
　
　
　
一

　
セ

ゑ
　
　
　

予
φ

　
め

φ
や
ゼ
川
“

、

　
　
　
　
　
　
蓄

　
　
S
」
°
三

面
最
前
に
水
神
と
あ
る
の
が
水
神
社
（
現
、
隅
田
川
神
社
）
で
あ
る
。
図
1
2
－
1

の

拡
大

図
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
敷
地
内
に
は
上
部
に
円
形
の
穴
を
開
け
た
石
碑

が

見
ら
れ
る
。
こ
の
碑
に
は
元
の
木
阿
弥
の
「
け
ふ
よ
り
も
衣
は
染
つ
墨
田
川

流
れ

わ
た
り
に
世
を
わ
た
ら
は
や
」
の
歌
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
「
文
化
三
季
丙
寅
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

（
一
八
〇

六
）
八
月
　
門
人
達
」
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
挿

絵
の

景
観
年
代
は
文
化
三
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
断
定
で
き
る
。
先
に
文
化
九
年
以

降
と
し
た
が
、
こ
の
絵
と
の
関
係
で
さ
ら
に
景
観
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

　
画
面
左
の
境
内
に
は
梅
若
塚
が
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
の
柳
の
木
が
あ
る
。
画
而
右
奥

に
は
若
宮
八
幡
宮
、
そ
の
間
の
中
景
に
は
草
葺
の
建
物
が
見
え
る
。
中
央
付
近
で
は

　
　
‥
　
〔

膓
、
』
一
玩

嚢
　

　
　
　
z
志

一 ミ　　　　　　　、：一 『　＿　～、
　　，　“．　　一＿一＝・ ．座一　＝＝：＝　　〔”一一　
　　　副ら∫｛

已

　
　
π
　
一

図13　隅田川両岸「鐘が潭・丹鳥の池・綾瀬川」
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図12－1　水神宮（拡大図）
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瓦
屋

根
の
円
通
寺
と
思
わ
れ
る
寺
も
描
か
れ
て
い
る
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
木
母
寺
に

隣
接
す

る
茶
屋
で
あ
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
買
物
独

案
内
』
に
は
植
半
の
屋
号
を
名
乗
る
料
理
屋
が
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
江
戸
名

所
図
会
』
の
挿
絵
で
は
ま
だ
茶
屋
と
し
か
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
す
ぐ
に

料
理
屋

と
し
て
の
植
半
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
決
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
歌
舞
伎

卜
八
番
を
制
定
し
、
「
勧
進
帳
」
を
創
演
す
る
な
ど
江
戸
の
文
化
．
社
会
に
大
き
な

影
響

を
与
え
た
七
代
目
市
川
団
十
郎
（
一
七
九
一
－
一
八
五
九
）
と
親
交
が
あ
っ
た

植
半
の
店
主
植
木
屋
半
右
衛
門
は
、
文
政
頃
か
ら
料
理
屋
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
（
1
9
）

と
い
う
。

　
⑱
の
絵
は
⑰
に
続
く
其
二
で
あ
る
。
内
川
を
挟
ん
で
御
前
栽
畑
と
呼
ば
れ
て
い
る

野

菜
生
産
地
が
描
か
れ
て
い
る
。
四
代
将
軍
家
綱
が
明
暦
年
間
に
御
殿
を
設
け
、
隅

田
村
名
主
坂
田
弥
次
右
衛
門
が
管
理
し
て
野
菜
な
ど
を
作
っ
た
が
、
寛
政
期
に
廃
止

と
な
る
。

　
画
面
の
右
に
隅
田
川
、
綾
瀬
川
の
河
口
を
過
ぎ
た
上
流
域
に
入
る
と
千
住
川
と
名

乗
る
。
『
江
戸
名
所
図
会
』
で
は
、
こ
の
綾
瀬
川
と
の
合
流
付
近
を
鐘
が
淵
と
し
て

い

る
。
丹
頂
の
池
は
か
つ
て
こ
こ
に
鶴
を
放
ち
飼
っ
た
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
。

画
面
左
の
奥
に
は
綾
瀬
橋
が
あ
る
。
人
も
近
寄
ら
な
い
よ
う
な
原
野
の
よ
う
な
景
観

イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
く
る
場
所
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
に
は
「
隅
田
川
両
岸
」
を
冠
し
て
い
る
が
、
東
岸
部
分
の
最

後
が
画
面
右
に
あ
っ
て
綾
瀬
川
の
左
岸
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
隅
田
川
の
西
岸
部
分

と
は
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
、
な
ぜ
そ
う
記
し
た
の
か
理
由
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
隅
田
川
と
綾
瀬
川
に
対
し
て
の
両
岸
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
理
解
に
苦
し
む
。

む

し
ろ
「
千
住
川
　
千
住
大
橋
」
と
同
様
に
「
隅
田
川
上
流
」
と
し
た
方
が
、
綾
瀬

川
と
の
合
流
点
で
も
あ
り
地
理
的
な
区
分
か
ら
し
て
理
解
は
容
易
で
あ
る
。

⑳

「牛
田
薬
師
堂
関
屋
里
」
⑳
「
関
屋
天
満
宮
」
（
図
1
4
）

　
「
隅
田
川
上
流
」
を
冠
し
た
こ
の
絵
は
、
牛
田
村
に
あ
る
西
光
院
を
画
面
右
中
央
に

描

く
。
本
尊
は
千
葉

氏
伝
来
の
霊
像
で
弘

法
大
師
作
の
瑠
璃
光

薬
師
如
来
で
あ
る
。

元
天

神
は
関
屋
天
神

の
元
だ

と
さ
れ
る
地

で
、
社
と
し
て
存
続

し
て
い
る
こ
と
が
わ

か

る
。
画
面
に
あ
る

橋
は
綾
瀬
橋
の
次
に

来
る
橋
で
小
谷
野

橋
、
そ
の
手
前
は
氷

川
社
で
あ
る
。

　
連
続
す
る
隅
田
川

シ
リ
ー
ズ
の
最
後

は
、
関
屋
天
神
を
境

内
社
と
す
る
氷
川
神

社

が

描
か
れ
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
関
屋

の
里

を
こ
の
辺
り
に

位
置
す
る
も
の
と
し

て

記
し
て
い
る
こ
と

が

わ
か
る
。
こ
の
⑲

～
⑳
の
周
囲
は
田
園

地

帯
で
、
西
光
院
門

前
の
民
家
に
は
川
魚

を
捕
る
た
め
で
あ
ろ

図14　隅田川上流「牛田薬師堂　関屋里」（同）
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う
か
網
が
干
し
て
あ
る
。
こ
の
図
で
は
さ
ら
に
左
に
続
く
絵
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
を
さ
せ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
図
様
は
見
当
た
ら
な
い
。

②
大
川
橋
以
北
に
み
る
隅
田
川
流
域

　
隅
田
川
の
西
岸
・
東
岸
そ
れ
ぞ
れ
「
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
」
の
挿
絵
を
詳
細
に
見
て

き
た
が
、
名
所
絵
か
ら
地
域
的
な
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
図
1
5
の
よ
う
に
地
域
特
有

の

ま
と
ま
り
と
い
う
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
巻
之
六
の
西
岸
で
は
四
つ
の
小
さ
な
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
認
め
る

こ

と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
②
「
石
浜
神
明
宮
真
崎
稲
荷
祠
」
③
「
思
河
橋
場
渡
」

と
④
「
総
泉
寺
砂
尾
不
動
同
薬
師
」
か
ら
⑥
「
法
源
寺
鏡
が
池
」
ま
で
の
い

わ
ば
梅
若
伝
説
の
地
と
な
る
の
二
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
残
り
の
四
枚
も
画

面
上
の
連
続
性

は
な
い
も
の
の
、
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
今
戸
焼
き
に
象
徴
す
る
⑦
「
長
昌
寺
宗
論
芝
」
⑧
「
今
戸
八
幡
宮
」
と
吉

原
へ
の
入
口
で
あ
り
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
真
土
山
と
な
る
⑨
「
山
谷
堀
今
戸

橋

慶
養
寺
」
⑩
「
真
土
山
聖
天
宮
」
の
二
区
分
で
あ
る
。

　

ま
た
、
巻
之
七
の
東
岸
で
は
、
個
々
の
持
つ
情
報
を
整
理
す
る
と
四
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
目
は
⑫
「
三
囲
稲
荷
社
」
⑬
「
牛

御
前
宮
長
命
寺
」
、
二
つ
目
は
⑮
「
白
髭
明
神
社
」
⑯
「
隅
田
川
渡
」
、
三
つ
目
は
⑰

「木
母
寺
・
梅
若
塚
・
水
神
宮
・
若
宮
八
幡
宮
」
、
四
つ
目
は
⑲
「
鐘
が
潭
・
丹
鳥
の
池
・

綾
瀬
川
」
以
降
で
あ
る
。

　
一
つ
目
と
二
つ
目
を
分
け
る
大
き
な
境
界
は
、
図
9
の
長
命
寺
の
北
側
に
続
く
堤

の

く
び
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
図
1
0
に
み
る
よ
う
な
隅
田
川
の
渡
し
場
付
近
は
堤
の
桜

並
木
が
特
徴
で
あ
り
、
木
母
寺
付
近
か
ら
こ
こ
ま
で
が
最
初
に
植
樹
さ
れ
た
地
と
い

う
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
こ
の
渡
し
場
は
西
岸
と
東
岸
を
つ
な
ぐ
渡
し
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
東
岸
地
域
の
流
域
を
そ
の
上
流
と
下
流
と
に
区
分
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
域
区
分
の
指
標
と
な
る
の
は
木
母
寺
を
含
む
梅
若
伝
説
の
地
、

綾
瀬
川
と
の
合
流
点
付
近
の
鐘
が
淵
伝
説
や
関
屋
の
里
で
知
ら
れ
た
上
流
域
に
区
分

で

き
よ
う
。
そ
の
区
分
を
象
徴
す
る
の
が
図
1
3
の
綾
瀬
川
河
口
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ひ

と
つ
特
徴
あ
る
視
角
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
上
流
か
ら
下
流
に
進
む

西
岸
の
場
合
、
絵
は
図
5
の
「
山
谷
堀
　
今
戸
橋
　
慶
養
寺
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

右
手
前
か
ら
左
奥
へ
と
い
う
視
角
を
取
る
こ
と
が
わ
か
り
。
一
方
、
東
岸
の
場
合
は
、

下
流
か

ら
上
流
へ
絵
は
展
開
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
図
8
の
「
三
囲
稲
荷
社
」
よ
う

に
画
面
左
手
前
か
ら
右
奥
へ
と
い
う
視
角
を
共
通
に
持
つ
。
西
岸
と
東
岸
と
の
違
い

は
あ
る
が
、
ど
れ
も
進
行
方
向
に
対
し
て
は
、
共
通
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
持

ち
、
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
統
一
し
た
描
か
れ
方
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

こ
れ
ら
の
共
通
し
た
視
角
に
対
し
て
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る

傭
敵
図
は
、
近
景
か
ら
遠
景
ま
で
の
段
階
構
造
を
一
応
も
ち
な
が
ら
、
広
重
の
よ
う

に
近
景
を
大
き
く
描
き
、
遠
景
に
小
さ
く
周
辺
の
景
観
を
書
き
入
れ
る
と
い
う
大
胆

か

つ
奇
抜
な
構
図
は
な
い
。
そ
の
点
で
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
名
所
絵
は
平
板
な
感

じ
を
受
け
る
が
、
全
体
像
を
詳
細
に
描
き
、
そ
の
全
貌
を
備
鰍
図
に
よ
っ
て
把
握
す

る
と
い
う
役
割
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
よ
う
に
名
所
の
シ

ン

ボ

ル

を
大
胆
に
誇
張
し
て
印
象
づ
け
る
手
法
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
で
は
必
要

と
せ
ず
、
む
し
ろ
名
所
の
も
つ
空
間
全
体
を
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
か
に

徹
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
特
徴
の
あ
る
点
は
、
図
1
の
「
千
住
川
　
千
住
大
橋
」
と
図
7
の
「
大
川

橋
」
に
よ
っ
て
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
描
く
空
間
が
完
結
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

千
住
大
橋
が
隅
田
川
の
最
北
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
最
南
端

は
永
代
橋
で
は
な
く
こ
の
大
川
橋
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
絵
も
、
西
岸
と
東
岸

を
両
方
書
き
入
れ
て
お
り
、
橋
を
手
前
に
川
の
上
流
を
備
鰍
す
る
図
と
な
っ
て
い
る

の

は
共
通
で
あ
る
。
大
川
橋
の
上
流
を
望
む
図
は
、
こ
の
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
一
連

の
揃
物
を
象
徴
す
る
一
枚
だ
と
い
え
よ
う
。
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以
上
の

よ
う
に
、
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
名
所
絵
の
特
徴
は
、
名
所
と
し
て
描
か
れ

た
対
象
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
全
体
に
対
す
る
認
識
に
加
え
て
、
横
に
つ
な
が
る

連
続
画
面
を
構
成
し
な
が
ら
、
そ
の
名
所
が
存
在
す
る
周
辺
地
域
と
の
関
係
を
描
き

つ
づ
け
る
。
そ
こ
に
地
域
エ
リ
ア
と
し
て
当
時
の
人
々
が
把
握
し
て
い
た
隅
田
川
流

域
の
空

間
認
識
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
巻
之
六
と
巻
之
七
に
収
録
さ
れ
た
隅
田
川
の
流
域
に
関
す
る
名
所
の
挿
絵

に
つ
い
て
、
詳
細
に
画
面
を
解
説
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
以
下
の
六
つ
の
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「
隅
田
川
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
大
川
橋
よ
り
以
北
の
流
域
に
限
定
さ
れ
る

②
隅
田
川
の
西
岸
を
千
住
大
橋
か
ら
浅
草
大
川
橋
ま
で
下
る

③
隅
田
川
の
両
岸
を
大
川
橋
中
心
で
描
く

　
④
隅
田
川
の
両
岸
を
鐘
が
淵
付
近
で
描
く

北

千住大橋

：母寺

梅若塚

明神

百花園

　
原
身

寺
が
池

総
浅
鏡

　
宮

寺
前
　
　
　
荷

命
御

長
牛
渡
囲

谷堀＼

真土山

大川橋
．

2000m

両

図15　隅田川名所の分布と流域区分
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⑤
隅
田
川
の
東
岸
を
大
川
橋
か
ら
木
母
寺
ま
で
北
上
す
る

⑥
隅
田
川
上
流
と
し
て
牛
田
薬
師
堂
、
関
屋
天
満
宮
、
千
住
大
橋
を
ま
と
め
る

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
編
者
の
意
図
は
、
全
七
巻
に
分
け
た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う

に
最
初
か
ら
隅
田
川
を
特
別
な
対
象
と
し
て
独
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
編
者
の
編
集
方
針
と
し
て
は
道
筋
を
結
ん
で
い
く
こ
と
を
概
ね
基
本
と
し
て

い

る
。
そ
こ
で
、
最
初
の
段
階
で
は
巻
別
に
挿
絵
を
用
意
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
後
か
ら
、
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
表
題
を
付
し
て
再
編
し
よ
う
と
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
絵
師
の
長
谷
川
雪
旦
は
、
刊
行
年
の
関
係
上
す
で
に
盧
水
の
「
隅
田
川

両
岸
一
覧
」
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
版
本

と
し
て
寺
社
境
内
の
様
子
を
見
開
き
の
備
鰍
図
で
詳
細
に
知
ら
せ
る
役
割
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
置
水
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
の
よ
う
に
視
角
を
統
一
し
、
岸
辺
を
な
め

る
よ
う
に
連
続
的
に
描
い
て
い
く
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
微
妙
に
構
成
や
視
角
が
異

な
っ
て
い
る
の
も
、
連
続
的
に
描
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。

基
本
的
に
は
、
隅
田
川
流
域
の
名
所
を
点
で
捉
え
る
こ
と
に
し
つ
つ
、
要
所
と
な
る

箇
所
は
連
続
画
面
と
し
た
。
当
初
か
ら
巻
の
編
集
は
川
を
挟
ん
で
対
岸
で
分
断
す
る

予
定
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
隅
田
川
の
両
岸
は
分
断
さ
れ
、
巻
も
二
つ
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
が
、
隅
田
川
の
上
流
、
両
岸
を
加
え
る
こ
と
で
隅
田
川
流
域
の
名
所
や

流
域
の
描
写

を
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
空
間
エ
リ
ア
と
し
て
ま
と
め

る
工
夫
を
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
が
「
隅
田
川
上
流
」
か
ら
「
両
岸
」
「
西
岸
」

「
東
岸
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
、
大
川

橋
以
北
の
地
に

対
す
る
空
間
認
識
は
並
々
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る

の

で
あ
る
。

③
大
川
橋
以
北
へ
の
人
び
と
の
関
心

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
み
る
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
の
紹
介
を
中
心
に
、
上
流
、
両
岸
、

西
岸
、
東
岸
の
主
要
な
景
観
内
容
の
特
徴
を
記
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
「
隅
田
川
下

流
」
と
題
す
る
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
名
所
の
挿
絵
は
存
在
せ
ず
、
大
川
橋
以
北
に
な
ぜ

限
定
し
た
か
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
そ
の
疑
問
を
解
決
す
る
具
体
的
な
証
拠
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
大
川
橋
以
北
、
す
な
わ
ち

向
島
地
域
に
関
心
が
集
ま
る
経
緯
を
説
明
し
て
、
そ
の
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
を
把

握
し
て
み
た
い
。

ア
、
三
派
中
洲
の
撤
収

　
隅
田
川
名
所
の
大
き
な
転
換
点
は
、
隅
田
川
三
派
の
中
洲
の
埋
め
立
て
に
よ
る
一

大
歓
楽
街
の
形
成
と
寛
政
の
改
革
に
伴
う
当
該
地
の
撤
去
と
考
え
る
。
三
派
は
月
見

の

名
所
と
し
て
古
く
か
ら
文
人
墨
客
の
船
遊
び
に
好
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
寛
文
二
年

（
一
六

六

二
）
刊
の
『
江
戸
名
所
記
』
の
「
三
俣
」
の
項
に
も
八
月
十
五
夜
の
船
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

び
の

様
子

を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
延
宝
・
天
和
の
こ
ろ
ま
で
は
三
派
の
月
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
て
船
に
て
お
ほ
く
出
た
る
よ
し
、
今
は
行
人
ま
れ
也
」
と
享
保
二
十
年
（
一
七
三

五
）
刊
行
の
『
続
江
戸
砂
子
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
三
派
の
人
気
は
十
八
世
紀
前
半

に
は
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
三
派
が
再
起
を
果
た
し
た
の
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
六
月
に
埋
め
立

て

を
し
て
町
屋
を
設
け
、
中
洲
と
呼
ば
れ
る
一
大
歓
楽
街
を
形
成
し
て
か
ら
で
あ
る
。

い

つ
ご

ろ
か
ら
埋
め
立
て
を
始
め
、
完
了
し
た
時
期
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
田

南
畝
の
『
半
日
閑
話
』
に
よ
れ
ば
、

　
〇
三
又
築
出
新
地
　
十
六
日
（
明
和
八
年
六
月
）
、
三
つ
又
富
永
町
と
な
る
。

　
　
大
橋
三
つ
又
の
川
中
築
出
し
新
地
出
来
る
。
御
舟
蔵
前
の
土
を
凌
ひ
て
是
を
築

　
　
く
。
計
坪
九
千
六
百
七
十
七
坪
。

　
　
　
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月
よ
り
掘
立
、
翌
戌
三
月
迄
元
の
如
く
大
川
と
な
る
、
御

　
　
　
手
伝
秋
元
摂
津
守
、
阿
部
伊
予
守
。

　
○
大
橋
三
ツ
股
繁
昌
　
六
月
、
此
夏
大
橋
三
ツ
股
の
築
出
し
新
地
、
殊
の
外
繁
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　

な
り
。
茶
屋
見
世
物
な
ど
賑
ひ
両
国
に
倍
せ
り
。
（
　
）
は
筆
者
補
足

と
あ
っ
て
、
明
和
八
年
六
月
に
は
一
応
の
完
成
を
見
て
、
富
永
町
が
成
立
す
る
。
斎
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藤
月
零
の
『
武
江
年
表
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
安
永
四
年
よ
り
天
明
八
年
迄
十
四
年
の
間
也
。
こ
の
間
中
洲
の
み
賑
ひ
、
両
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
橋
前
後
の
地
至
り
て
淋
し
く
な
り
し
が
、
寛
政
巳
来
元
の
ご
と
し

と
あ
っ
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
か
ら
中
洲
の
賑
わ
い
が
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

つ

ま
り
、
町
屋
の
建
設
ま
で
に
相
当
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
撤
去
す
る
ま
で
の
間
は

中
洲
に
客
を
と
ら
れ
た
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
ま
た
盛
り
場
と
し
て
名
高
い
両

国
は
こ
の
間
淋
し
く
な
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
た
び
重
な
る
大
水
と
松
平
定
信
に
よ
る
寛
政
改
革
の
波
で
寛
政
元
年

（
一
七

八
九
）
十
月
か
ら
中
洲
は
撤
去
す
る
こ
と
と
な
り
、
翌
年
五
月
に
元
の
流
れ

に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
っ
た
十
四
、
五
年
の
間
、
三
派
の
中
洲
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

盛
衰
は
江
戸
の
歴
史
の
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
、
中
洲
が
松
平
定
信
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
寛
政
以
降
、
人
び
と
の
関
心

が
隅
田
川
東
岸
地
域
へ
と
急
速
に
移
り
は
じ
め
、
深
川
や
向
島
界
隈
を
含
む
隅
田
川

東
岸
に
描
写
の
対
象
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

る
。イ

、
三
囲
稲
荷
開
帳

　
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
二
月
十
五
日
よ
り
三
囲
稲
荷
で
開
帳
が
行
わ
れ
た
。

い

わ
ゆ
る
居
開
帳
で
あ
る
が
、
こ
の
開
帳
関
連
の
記
事
に
は
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
『
武
江
年
表
』
に
は
、

　
　
奉
納
造
り
物
品
々
あ
り
、
日
本
橋
白
木
屋
よ
り
天
鷲
絨
に
て
張
り
た
る
牛
、
黒

　
　
木
売
の
木
偶
を
収
む
。
開
帳
の
飾
物
に
美
を
つ
く
す
の
始
な
り
。
参
詣
人
群
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
す
る
こ
と
お
び
た
だ
し
。

と
あ
り
、
豪
華
な
「
奉
納
造
り
」
の
記
事
が
特
筆
し
て
い
る
。
「
飾
物
に
美
を
つ
く

す
の
始
な
り
」
と
い
う
の
も
、
開
帳
の
歴
史
の
な
か
で
も
大
き
な
出
来
事
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
寛
斎
知
道
が
志
賀
理
斎
に
寄
せ
た
同
年
四
月
十
五
日
付
の
手
紙
に
三
囲
稲
荷
の
開

帳
の
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
て
み
る
。

　
　

ま
つ
封
彊
の
上
田
畔
の
径
道
迄
、
壱
尺
二
寸
許
な
る
赤
く
玉
を
画
き
し
張
灯
へ

　
　

弐
尺

間
々
に
桜
の
造
り
花
を
付
、
大
幟
十
本
建
な
ら
べ
、
あ
た
り
に
は
芦
實
張

　
　

の
茶
店
を
立
続
。
髪
に
休
ら
ふ
も
の
、
も
た
ひ
を
ひ
ら
き
姻
草
を
く
ゆ
ら
せ
た

　
　

る
、
い
つ
れ
の
み
せ
に
も
み
ち
み
ち
た
り
。

　
　

さ
て
、
神
前
へ
奉
納
も
の
に
は
、
呉
服
屋
の
越
後
屋
よ
り
、
家
に
出
入
す
る
賄

　
　
方
よ
り
米
百
俵
、
手
代
よ
り
金
三
十
両
を
始
と
し
て
、
処
々
よ
り
青
ざ
し
五
拾

　
　
貫
三
拾
貫
、
其
数
か
ぞ
へ
が
た
し
。
宮
の
後
ロ
稲
荷
の
祠
へ
も
、
毛
植
の
白
狐
、

　
　

其
居
丈
五
尺
程
も
あ
る
べ
き
を
壱
対
、
ま
た
其
さ
き
な
る
竹
林
へ
孟
宗
竹
数
十

　
　
本
う
ゑ
、
庭
の
か
た
ち
に
つ
く
り
な
し
、
潤
水
の
な
が
れ
を
推
ら
へ
、
其
傍
ら

　
　

に
虎
の
皮
を
き
せ
た
る
造
り
虎
弐
疋
あ
り
。
其
た
く
み
な
る
事
眼
を
驚
か
し
、

　
　

あ
る
ひ
は
小
原
女
を
四
尺
ば
か
り
に
作
り
、
黒
天
鷲
絨
に
て
張
り
た
る
牛
を
牽

　
　
か

せ
、
こ
れ
に
も
庭
を
こ
し
ら
へ
た
り
。
（
中
略
）

　
　
お
も
ひ
が
け
な
く
金
銀
を
得
た
る
は
、
大
川
橋
の
橋
銭
一
日
に
六
拾
貫
、
七
拾

　
　
貫
宛
、
誠
に
一
ヶ
月
の
橋
銭
に
も
勝
り
し
事
の
よ
し
。
船
宿
は
、
屋
根
舟
の
ご

　
　

と
き
迄
四
五
日
以
前
に
言
入
れ
ね
ば
舟
な
し
。
毎
日
々
々
屋
形
船
に
は
諸
侯
の

　
　
夫
人
又
は
御
殿
女
中
の
宿
下
り
引
も
切
ら
ず
。
夏
に
至
り
納
涼
に
も
過
ぎ
た
る

　
　
河

上
、
舟
の
通
行
橋
上
の
人
通
り
は
浅
草
市
と
て
も
な
き
有
様
な
り
。
且
又
何

　
　
故

に
や
、
い
は
れ
は
無
之
候
へ
ど
も
、
紙
に
て
黒
き
■
帽
子
を
こ
し
ら
へ
、
種
々

　
　
の

絵
を
書
き
た
る
を
ひ
さ
ぐ
に
参
詣
の
諸
人
お
の
く
頭
に
戴
き
、
お
し
な
べ

　
　
て

か
く
す
る
こ
と
な
り
。
か
・
る
開
帳
は
近
来
は
更
な
り
、
昔
と
て
も
聞
及
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
ず
、
後
来
に
も
あ
る
ま
じ
く
、
誠
に
生
涯
の
奇
観
と
覚
え
申
候
。

　

こ
こ
で
は
、
墨
堤
か
ら
三
囲
稲
荷
ま
で
の
参
詣
道
に
は
、
提
灯
や
桜
の
造
花
の
飾

り
付
け
が
な
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
祭
り
の
よ
う
な
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
茶

店
も
た
く
さ
ん
出
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
ま
た
、
縁
り
の
深
い
越
後
屋
か
ら
の
米

や

お
金
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
狐
や
虎
、
小
原
女
、
牛
な
ど
の
造
り
物
（
生
人
形
の

類

か
）
を
見
せ
る
演
出
装
置
と
し
て
「
庭
」
が
設
け
ら
れ
、
見
世
物
と
し
て
い
る
こ
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と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
大
川
橋
通
過
に
際
し
て
の
橋
銭
や
屋
形
船
の
予
約
、
黒
■

帽
子
を
被
っ
て
参
拝
す
る
風
俗
を
紹
介
し
て
い
る
。
造
り
物
の
人
形
も
、
そ
れ
を
見

せ

る
庭
も
、
黒
■
帽
子
も
、
そ
の
後
の
江
戸
の
風
俗
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の

　
　
（
2
7
）

も
あ
り
、
寛
政
十
一
年
の
三
囲
稲
荷
の
開
帳
が
盛
況
な
様
子
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　
一
方
、
幕
府
は
寛
政
十
一
年
四
月
、
三
奉
行
宛
に
次
の
よ
う
な
触
れ
を
出
し
て
、

寺
社
開
帳
の
遊
山
化
規
制
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
　
町
屋
之
見
世
物
こ
て
、
売
薬
之
渡
世
又
は
休
之
茶
見
世
、
或
は
菓
子
類
商
ひ
候

　
　
も
の
な
と
、
人
よ
せ
の
為
に
種
々
之
見
物
も
の
等
を
推
置
、
往
来
之
人
お
の
つ

　
　
か

ら
集
り
候
様
こ
い
た
し
な
し
候
儀
は
不
宜
候
間
、
町
屋
見
世
二
造
り
物
新
規

　
　
二
為
差
置
候
儀
、
い
た
さ
せ
申
間
敷
候
、
井
諸
寺
社
開
帳
之
節
、
境
内
二
造
物

　
　
等
を
奉
納
い
た
し
、
見
物
為
致
候
儀
、
見
せ
物
同
様
之
筋
こ
て
、
畢
寛
遊
山
之

　
　
場
所
二
相
成
、
神
仏
崇
敬
之
意
二
違
、
不
埼
之
事
候
、
霊
宝
之
品
な
と
所
縁
之

　
　

為
メ
ニ
差
出
候
儀
は
格
別
、
惣
て
あ
ら
た
に
造
物
い
た
し
候
儀
は
、
以
来
決
て

　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
無
用
之
事
、

　

こ
う
し
た
東
岸
の
向
島
地
域
に
お
け
る
開
帳
を
調
べ
て
い
く
と
、
古
い
と
こ
ろ
で

は
木
母
寺
が
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
行
っ
て
い
る
。
木
母
寺
開
帳
は
江
戸
時

代

に
四
回
を
数
え
、
も
っ
と
も
多
い
も
の
で
牛
御
前
宮
の
九
回
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

が
ほ

ぼ
交
互

に
開
帳
を
し
、
間
に
三
囲
稲
荷
や
白
髭
稲
荷
、
長
命
寺
な
ど
で
開
催
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

れ

る
。
三
囲
稲
荷
は
江
戸
時
代
に
三
回
開
帳
を
行
っ
て
い
る
が
、
寛
政
十
一
年
の
開

帳
記
事

は
、
向
島
界
隈
で
は
他
に
例
の
な
い
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

ウ
、
向
島
百
花
園
と
隅
田
川
七
福
神

　

十
八
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
時
期
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
江
戸
の
文

化
、
あ
る
い
は
日
本
の
文
化
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
時
代
で
あ
る
と
主
張

　
　
　
　
（
3
0
）

さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
田
沼
意
次
の
重
商
政
策
に
よ
っ
て
発
展
す
る
江
戸
の
経
済

に
支
え
ら
れ
、
川
柳
・
狂
歌
、
洒
落
本
・
黄
表
紙
、
錦
絵
な
ど
江
戸
時
代
を
代
表
す

る
文
化
が
登
場
し
た
。
江
戸
の
町
人
文
化
を
代
表
す
る
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
の
文
化

発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
当
然
、
江
戸
の
町
の
経
済
的
な
発
展
は
都
市
と
周
辺
地

域

と
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ
、
物
と
金
と
人
の
交
流
が
文
化
的
な
発
展
に
つ
な
が
る

と
い
っ
た
相
乗
効
果
も
生
ま
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
の
経
済
が
中
洲
の
成
立
と
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

栄
に
直
結
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
中
洲
が
撤
去
さ
れ
た
と
き
、
当
時
の
興
隆
著
し

い

町
人
の
文
化
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
へ
行
く
か
が
問
題
と
な
る
。

　
大

田
南
畝
は
幕
臣
で
あ
り
な
が
ら
十
九
歳
の
時
に
作
っ
た
狂
詩
文
が
平
賀
源
内
に

認
め

ら
れ
、
天
明
狂
歌
隆
盛
の
中
心
的
人
物
と
な
っ
た
。
南
畝
は
洒
落
本
や
黄
表
紙

に
も
才
能
を
発
揮
し
、
江
戸
文
芸
界
の
頂
点
に
い
た
が
、
松
平
定
信
に
よ
る
寛
政
の

改
革
が
始
ま
る
と
い
ち
早
く
文
筆
活
動
を
や
め
た
。
し
か
し
、
享
和
頃
（
一
八
〇
一

～
一
八
〇
三
）
か
ら
規
制
は
緩
和
さ
れ
、
蜀
山
人
の
号
で
狂
歌
を
よ
み
始
め
、
再
び

活
動
を
開
始
す
る
。

　
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
は
佐
原
鞠
鳩
が
寺
島
の
多
賀
屋
藤
十
郎
陣
屋
跡
三
千

坪
余
の
地
を
購
入
し
て
梅
園
を
開
く
。
佐
原
鞠
鳩
は
仙
台
の
人
で
、
江
戸
に
出
て
北

野
屋
平
兵
衛

と
称
し
て
骨
董
を
商
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
か
ら
加
藤
千
蔭
、
村
田
春

海
、
亀
田
鵬
斎
、
大
窪
詩
仏
、
酒
井
抱
一
、
川
上
不
白
、
そ
し
て
大
田
南
畝
と
も
親

交
が
あ
り
、
梅
の
木
一
株
ず
つ
の
寄
進
を
呼
び
か
け
三
六
〇
余
株
を
集
め
た
と
い
う
。

梅
園
は
、
彼
等
文
人
墨
客
た
ち
の
サ
ロ
ン
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
援
助
・
協
力
に
よ
っ

て

開
園
し
た
と
も
い
え
る
が
、
い
わ
ば
自
分
た
ち
の
活
動
の
拠
点
を
設
け
た
と
い
え

よ
・
つ
。

　
最
初

は
、
臥
竜
梅
で
名
高
い
本
所
亀
戸
の
梅
屋
敷
に
対
し
て
「
新
梅
屋
敷
」
と
呼

ん

で

い

た
が
、
大
田
南
畝
が
門
に
「
花
屋
敷
」
の
額
を
掲
げ
、
酒
井
抱
一
が
「
梅
は

百
花
の
さ
き
が
け
」
と
い
う
意
味
で
「
百
花
園
」
と
命
名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
窪
詩
仏
は
入
口
の
門
に
「
春
夏
秋
冬
花
不
断
　
東
西
南
北
客
争
来
」
の
聯
を
か
か

げ
、
加
藤
千
蔭
の
発
案
で
秋
の
七
草
を
植
え
る
な
ど
、
文
人
達
に
よ
っ
て
庭
が
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
。
茶
店
で
は
梅
干
で
客
を
接
待
し
、
隅
田
川
の
土
で
都
鳥
の
香
合
を

つ
く
り
、
隅
田
川
焼
と
い
う
名
の
楽
焼
を
作
っ
て
売
り
出
し
て
風
雅
な
ひ
と
と
き
を
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過
ご

す
の
に
絶
好
の
場
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
五
月
建
設
の
「
墨
隈
植
桜
之
碑
」
が
長
命
寺
近
く
の

隅
田
公
園
内
に
に
あ
る
。
そ
の
内
容
は
桜
の
植
樹
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の

一節
に
、

　
　
文
化
中
、
寺
島
の
花
戸
佐
原
鞠
鳩
、
朝
川
黙
翁
、
中
山
卜
鄭
と
謀
り
、
重
弁
桜

　
　

百
五
十
本
を
白
髭
の
祠
の
南
北
に
薮
う
。
天
保
二
年
阪
田
三
七
郎
、
二
百
余
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
を
寺
島
・
須
崎
・
小
梅
の
三
村
に
分
ち
種
う
。

と
あ
り
、
佐
原
鞠
嶋
が
文
化
期
に
お
け
る
墨
堤
桜
の
植
樹
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
向
島
百
花
園
の
開
園
は
、
百
花
園
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
向
島
全
体
の
行
楽

地
化
を
推
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
向
島
地
域
が
行
楽
地
化
さ
れ
る
の
は
、
墨
堤
や
百
花
園
の
植
樹
に
加
え
て
、
隅
田

川
七
福
神
め
ぐ
り
の
設
定
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
江
戸
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
七

福
神
め
ぐ
り
は
、
享
和
期
（
一
八
〇
一
～
一
八
〇
三
）
に
は
じ
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る

谷

中
七
福
神
で
あ
る
。
隅
田
川
七
福
神
は
谷
中
か
ら
や
や
遅
れ
て
文
化
・
文
政
期
頃

（
］
八
〇

四

～
一
八
三
〇
）
に
大
田
南
畝
、
谷
文
晃
、
酒
井
抱
一
ら
が
考
案
し
た
と

い

わ
れ
て
お
り
、
谷
文
晃
の
弟
子
で
あ
る
武
清
が
福
神
の
宝
船
に
乗
っ
た
七
福
神
を

描
い
た
「
角
田
川
七
福
遊
図
」
や
「
墨
田
川
七
福
神
順
拝
路
程
」
と
称
す
る
刷
り
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

を
「
す
み
だ
川
花
や
し
き
」
の
名
で
出
し
、
頒
布
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
隅
田
川
七
福
神
の
福
神
は
、
三
囲
稲
荷
社
の
恵
比
寿
・
大
黒
、
弘
福
寺
の
布
袋
、

多
聞
寺
の
毘
沙
門
天
、
白
髭
神
社
の
寿
老
人
、
百
花
園
の
福
禄
寿
、
長
命
寺
の
弁
財

天

と
、
ほ
ぼ
隅
田
川
の
東
岸
に
沿
っ
た
地
を
歩
き
め
ぐ
る
こ
と
に
な
る
。
今
も
正
月

の
七

福
神
め
ぐ
り
は
人
気
が
あ
り
、
正
月
に
限
ら
ず
一
年
を
通
し
て
隅
田
川
沿
い
を

歩
く
参
拝
客
は
多
い
。

エ
、
「
隅
田
川
物
」
の
展
開

　
歌
舞
伎
の
世
界
で
は
隅
田
川
の
梅
若
伝
承
を
受
け
継
い
だ
芝
居
を
「
隅
田
川
物
」

「
隅
田
川
の
世
界
」
と
呼
ん
で
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
能
の
「
隅
田
川
」
に
由
来

す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
す
で
に
多
く
の
分
析
に
よ
っ
て
「
隅
田
川
物
」
の
江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

に
お
け
る
進
展
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
竹
本
義
太
夫
の
浄
瑠
璃

「
隅
田
川
」
が
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
大
坂
・
竹
本
座
に
て
上
演
。
そ
の
後
、

十
八
世
紀
初
頭
、
元
禄
末
か
ら
宝
永
期
に
か
け
て
は
歌
舞
伎
の
隅
田
川
物
が
い
く
つ

も
上
演
さ
れ
た
。

　
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
近
松
門
左
衛
門
が
浄
瑠
璃
の
脚
本
を
作
っ
た
後
、
目

立

っ

た
隅
田
川
関
連
の
作
品
は
出
て
い
な
い
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
奈
河

七

五
三

助
の
書
い
た
「
隅
田
川
続
悌
」
（
法
界
坊
）
が
大
阪
竹
本
座
で
公
演
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

る
。
そ
の
後
、
鶴
屋
南
北
の
絢
い
交
ぜ
狂
言
「
隅
田
川
花
御
所
染
」
が
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
の
公
演
と
な
り
、
文
政
八
年
に
は
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
が
初
演
と
な
る
。

「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
な
か
に
は
、
浅
草
田
圃
、
深
川
十
万
坪
隠
亡
堀
、
深
川
三

角
屋
敷
、
本
所
の
蛇
山
庵
室
な
ど
、
隅
田
川
お
よ
び
そ
の
流
域
と
密
接
に
関
わ
る
話

が
多
く
、
鶴
屋
南
北
の
も
つ
隅
田
川
と
本
所
・
向
島
地
域
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
隅

田
川
を
境
界
と
し
て
、
そ
の
東
岸
、
葛
飾
郡
と
い
う
都
市
周
辺
の
田
園
と
そ
の
西
岸

の
江
戸

と
い
う
大
都
市
に
ま
た
が
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

　
（
3
6
）

い

る
。
さ
ら
に
引
続
き
安
政
年
間
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は
、
河
竹
黙
阿
弥
の
隅

田
川
物
が
大
き
く
発
展
す
る
。

　
文
学
の
世
界
で
も
、
読
本
で
は
滝
沢
馬
琴
『
隅
田
川
梅
柳
新
書
』
〈
文
化
四
年

（
一
八
〇

七
）
〉
、
合
巻
本
で
は
「
隅
田
系
図
梅
若
詣
」
〈
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
〉
、

山
東
京
伝
「
隅
田
春
梅
若
詣
」
〈
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
〉
、
恋
川
春
町
「
隅
田

川
梅
若
縁
起
」
〈
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
〉
、
東
西
庵
南
北
「
梅
若
丸
花
の
］
ツ
家
」

〈文
政

十
一
年
〉
な
ど
が
あ
り
、
文
学
の
世
界
に
お
い
て
も
こ
の
時
期
は
隅
田
川
物

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ

ま
り
、
江
戸
時
代
に
隅
田
川
物
が
流
行
す
る
ピ
ー
ク
は
元
禄
か
ら
宝
永
期
、
文

化
期
、
安
政
期
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
。
文
化
期
の
演
劇
界
を
リ
ー
ド
し
た

鶴
屋
南
北
は
、
彼
が
書
い
た
八
十
余
編
の
台
本
の
多
く
が
隅
田
川
界
隈
を
背
景
に
し

た
作
品
で
あ
る
の
は
、
三
派
中
洲
が
撤
去
さ
れ
、
寛
政
改
革
が
収
束
し
た
後
、
隅
田
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川
東
岸
や
本
所
向
島
方
面
を
舞
台
に
し
た
作
品
が
多
く
な
り
、

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

オ
、
歴
史
と
伝
承
の
世
界

向
島
へ
の
関
心
が
高

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
挿
入
さ
れ
た
名
所
絵
の
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る
神
社
仏
閣
の

建

築
、
伽
藍
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
『
江
戸
名
所
記
』
や
『
江

戸
砂
子
』
の
挿
絵
を
見
て
も
ま
ず
神
社
仏
閣
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
な
ぜ
、
神
社
仏

閣
が
名
所
と
な
り
え
る
か
。
そ
れ
は
建
築
物
の
大
き
さ
な
ど
も
あ
ろ
う
が
、
神
社
仏

閣
の
歴
史
や
由
緒
・
霊
験
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
が
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
行
の
『
都
名
所
図
会
』
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

響

を
受
け
て
編
纂
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
千
年
の
歴
史
を

持
つ
京
の
都
に
対
し
て
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
徳
川
家
康
入
府
か
ら
本
格

的
に
発
展
し
て
き
た
江
戸
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
刊
行
当
時
で
二
四
〇
年
余
の
年

月
し
か
経
て
い
な
い
。
大
田
道
灌
や
源
義
経
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
日
本
武
尊
を

登
場

さ
せ
て
武
蔵
国
平
定
の
話
を
冒
頭
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
の

町
の
歴
史
は
浅
い
が
、
武
蔵
国
の
歴
史
と
し
て
は
古
い
歴
史
が
あ
り
、
由
緒
あ
る
神

社
仏

閣
が
江
戸
お
よ
び
江
戸
周
辺
地
域
に
も
あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
名

所
の
数

と
そ
の
収
録
範
囲
を
増
や
す
こ
と
で
、
京
の
都
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
川
橋
以
北
の
隅
田
川
流
域
を
見
て
い
く
場
合
に
無
視
で
き
な
い
歴

史
的
事
項
は
、
西
岸
の
石
浜
か
ら
鏡
が
池
に
至
る
橋
場
が
、
古
代
・
中
世
以
来
の

名
所
の
存
在
す
る
地
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
世
以
来
の
交
通
の
要

衝
で

あ
り
、
「
古
今
和
歌
集
」
「
伊
勢
物
語
」
に
お
け
る
隅
田
川
渡
河
の
歌
は
名
所

と
し
て
多
く
の
人
び
と
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
石
浜
神
社
の
境
内
に
文
化
二
年

（
一
八
〇

五
）
の
家
田
久
儒
が
建
て
た
「
伊
勢
物
語
歌
碑
」
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

に
江
戸
の
儒
学
者
で
あ
る
亀
田
鵬
斎
の
書
い
た
隅
田
川
七
律
二
首
の
碑
が
あ
る
。
建

碑
に
尽
力
し
た
稲
垣
成
斎
が
「
隅
田
川
詩
諺
解
」
を
文
政
七
年
に
著
し
、
そ
の
解
説

　
　
（
3
8
）

を
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
千
葉
実
胤
、
源
頼
朝
、
太
田
道
灌
、
江
戸
重
長
ら
の
名

前
が
連
な
り
、
江
戸
の
文
化
人
や
知
識
人
ら
が
こ
の
地
の
歴
史
に
多
大
な
関
心
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
こ
の
地
は
、
梅
若
伝
説
と
対
を
な
す
母
親
の
妙
亀
の
伝
説
を
色
濃
く
示
す
伝

承
の
地
で

も
あ
る
。
隅
田
川
の
最
上
流
に
あ
る
関
屋
の
里
と
も
な
る
と
、
風
流
人
が

武
蔵
野
を
好
ん
で
出
か
け
て
行
っ
た
の
と
同
様
に
、
人
里
離
れ
た
葦
が
茂
る
草
深
い

隅
田
川
上
流
に
風
雅
を
求
め
て
人
び
と
が
出
か
け
た
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
関
屋
の
名
は
、
か
つ
て
こ
の
辺
り
に
奥
州
街
道
の
駅
舎
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
地
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
鐘
が
淵
の
地

名
も
、
隅
田
川
の
湾
曲
地
形
に
由
来
し
、
鐘
が
淵
と
す
る
と
い
う
。
隅
田
川
に
沈
ん

だ
と
さ
れ
る
鐘
も
、
保
元
寺
（
現
在
の
法
源
寺
）
の
鐘
楼
、
長
昌
寺
の
鐘
楼
、
普
門

院
の
鐘
楼
と
諸
説
あ
っ
て
定
説
が
な
い
。
東
岸
に
至
っ
て
は
、
三
囲
稲
荷
か
ら
長
命

寺
、
木
母
寺
か
ら
水
神
ま
で
の
エ
リ
ア
は
田
園
地
帯
に
囲
ま
れ
、
雪
月
花
を
楽
し
む

行
楽
地
で
あ
り
、
文
人
た
ち
の
集
う
理
想
郷
的
な
性
格
を
見
せ
る
。

　
以

上
、
人
び
と
の
大
川
橋
以
北
へ
の
関
心
の
あ
り
方
を
地
域
特
性
と
し
て
整
理
し

て

み

る
と
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

場
所
性
　
堤
・
水
辺
・
江
戸
周
縁
・
田
園
地
帯

宗
教
性
　
真
崎
稲
荷
・
真
土
山
・
牛
御
前
・

　
　
　
　
三

囲
稲
荷
・
梅
若
忌
・
七
福
神

歴
史
性
　
伊
勢
物
語
・
石
浜
合
戦
・

　
　
　
　
梅
若
伝
説
・
鐘
が
淵

遊
楽
性
　
月
見
・
雪
見
、
吉
原
・
船
遊
山
、

　
　
　
　
桜
餅
・
料
理
屋

・

：
・
：
自
然
と
の
交
流
の
場

：
：
：
聖
地
・
異
界
の
場

：
：
：
歴
史
・
古
典
の
場

：
：
：
遊
楽
・
行
楽
の
場

　

こ
の
よ
う
に
、
隅
田
川
上
流
域
に
対
す
る
人
び
と
の
関
心
は
、
古
典
・
自
然
・
行
楽
・

風
雅
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
、
江
戸

の
都
市
と
し
て
の
発
展
、
中
洲
の
撤
去
、
文
化
人
の
行
動
、
自
然
・
古
典
へ
の
回
帰

と
い
っ
た
動
向
と
密
接
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
『
江
戸
名
所
図
会
』
が
あ
え
て
「
隅
田
川
」
と
冠
し
た
表
題
を
挿
入
し
た
こ
と
は
、
絵

師
長
谷
川
雪
旦
あ
る
い
は
編
者
の
斎
藤
家
三
代
の
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
る
。
何
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
多
く
の
絵
が
文
化
期
に
作
画
さ
れ
た
と

推
測

さ
れ
る
。
文
化
期
は
先
代
の
斎
藤
幸
孝
が
編
者
で
あ
り
、
絵
師
雪
旦
と
と
も
に

江
戸
近

郊
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
幸
孝
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

に
月
琴
十
五
歳
の
時
に
亡
く
な
る
。
こ
の
時
か
ら
お
よ
そ
十
二
年
間
月
琴
の
動
向
は

　
　
　
　
（
3
9
）

わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
月
零
自
身
は
ほ
と
ん
ど
編
集
の
内
容
に
は
タ
ッ
チ
し
て
い

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
各
巻
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
独
立
し
た

挿
画
と
し
て
す
で
に
文
化
期
に
は
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
「
隅

田
川
シ
リ
ー
ズ
」
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
は
月
琴
が
本
格
的
な
編
纂
活
動
に
乗
り
出
し
た

ず
っ
と
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
指
示
が
月
琴
な
の

か
、
絵
師
の
雪
旦
な
の
か
、
版
元
の
須
原
屋
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
、
岡
山
鳥
編
纂
の
『
江
戸
名
所
花
暦
』
が
刊
行
さ
れ

る
。
こ
の
中
に
は
百
花
園
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
挿
絵
を
担
当
し
た
雪
旦

が

こ
の
百
花
園
の
一
部
を
描
い
て
い
る
。
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
刊
行
が
天
保
五
年

（
一
八
三

四
）
、
『
江
戸
名
所
花
暦
』
の
刊
行
が
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
で
あ
る
。

花
暦
の
序
文
が
文
政
九
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
政
九
年
以
前
に
は
で
き
あ
が
っ
て
い

　
　
　
　
　
（
4
0
）

た
こ
と
に
な
る
。
江
戸
の
四
季
折
々
に
見
合
っ
た
花
鳥
風
月
に
関
す
る
名
所
を
紹
介

す
る
花
暦
に
、
開
園
し
て
二
十
年
以
上
経
っ
て
い
る
百
花
園
が
入
る
の
は
至
極
当
然

の

こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
花
暦
よ
り
後
に
刊
行
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
に
載
せ
る
こ
と
な
く
、
名
所
の
項
目
と
し
て
も
百

花

園
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
収
録
数
も
多
く
、
収
録
範
囲

も
広
い
。
し
か
し
、
江
戸
お
よ
び
江
戸
周
辺
の
名
所
を
全
て
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
続
編
も
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
最
初
か
ら
百
花
園

を
は
ず
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
編
者
の
世
代
交
代
な
ど
も
あ
り
、
文
化
期

の
作
画
時
期
と
天
保
期
初
め
の
最
終
編
纂
時
期
が
ず
れ
た
こ
と
が
、
百
花
園
の
挿
絵

を
困
難
に
さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

い

ず
れ
に
し
て
も
、
前
章
で
見
て
き
た
と
お
り
、
中
洲
撤
廃
以
降
の
人
び
と
の
関

心

は
大
川
橋
以
北
に
移
る
。
『
江
戸
名
所
図
会
』
を
最
終
的
に
編
集
す
る
月
琴
は
、

隅
田
川
流
域
の
挿
絵
は
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
後
か
ら
「
隅
田
川
」

の

名
を
冠
す
る
こ
と
で
大
川
橋
以
北
を
特
別
な
地
域
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
「
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
」
成
立
の
背
景
と
考
え
る
。
な
ぜ
大
川
橋
以
北
な
の
か
。

す
な
わ
ち
隅
田
川
下
流
域
を
含
む
全
域
を
考
慮
す
る
と
な
る
と
、
す
で
に
寛
政
期
の

祖
父
の

代
か
ら
編
集
作
業
を
経
て
き
た
巻
之
一
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
る
。
下
絵
も

ほ

と
ん
ど
完
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
手
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改
編
す
る
の
は
む

ず
か
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
前
編
、

後
編
と
二
回
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
巻
之
一
が
前
編
に
刊
行
さ
れ
、
巻
之

六
、
巻
之
七
が
後
編
で
あ
る
こ
と
も
、
隅
田
川
シ
リ
ー
ズ
を
隅
田
川
下
流
域
を
含
む

全
域
で
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
し
よ
う
と
考
え
て
い
な
か
っ
た

と
も
思
わ
れ
る
。

　
絵
画
の
世
界
で
は
、
向
島
地
域
を
含
む
隅
田
川
流
域
へ
の
注
目
は
文
化
期
か
ら
す

で

に
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
鍬
形
恵
斎
紹
真
が
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
描
い

た
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
（
六
曲
一
隻
、
紙
本
淡
彩
、
津
山
郷
土
博
物
館
所
蔵
）
が

そ
れ
を
如
実
に
物
語
る
。
こ
の
都
市
図
の
系
譜
を
引
く
隅
田
川
描
写
の
最
大
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

は
、
本
所
・
深
川
の
様
子
が
近
景
と
し
て
画
面
手
前
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

隅
田
川
東
岸
の
下
流
域
に
は
白
い
河
岸
蔵
が
並
び
、
い
わ
ゆ
る
深
川
倉
庫
群
の
地
域

的
特
徴
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
両
国
界
隈
は
見
世
物
小
屋
の
小
屋
掛
け
や
幟
が
立
ち

盛

り
場
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
所
か
ら
向
島
に
か
け
て
は
次
第
に
自
然

の
色
が
濃
く
な
り
田
園
と
墨
堤
の
桜
並
木
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

　
同
じ
く
恵
斎
が
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
描
い
た
「
隅
田
川
図
屏
風
」
（
八
曲
一
隻
、
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紙
本
著
色
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
）
は
、
ま
さ
に
隅
田
川
東
岸
の
向
島
地
域
を

前
景
に
、
対
岸
の
石
浜
神
明
か
ら
待
乳
山
さ
ら
に
は
浅
草
寺
ま
で
を
画
面
い
っ
ぱ
い

に
見
る
構
図
を
描
く
。
遠
景
に
は
富
士
山
を
望
む
。
向
島
に
特
化
し
た
こ
の
屏
風
は
、

さ
ら
に
地
域
の
特
徴
を
出
そ
う
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
「
隅
田
川
図
屏
風
」
と

類
似
す
る
構
図
の
絵
に
は
、
文
化
期
に
出
さ
れ
た
刷
り
物
「
武
蔵
第
一
名
所
角
田
河

絵
図
」
や
前
述
し
た
「
墨
田
川
七
福
神
巡
拝
路
程
」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
「
江
戸
図
屏
風
」
「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
な
ど
は
、
江
戸
時
代
前
期

の
江
戸
の

景
観
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
隅
田
川
の
流
れ
自
体
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
未
だ
開
発
の
手
の
入
ら
な
い
本
所
・
深
川
地
域
の
描
写
は
皆
無
に
近

く
、
向
島
で
は
歴
史
的
な
伝
説
で
名
高
い
木
母
寺
の
梅
若
塚
が
描
か
れ
る
く
ら
い
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
隅
田
川
の
東
岸
流

域

に
位
置
す
る
深
川
・
両
国
・
向
島
は
次
々
と
屏
風
や
刷
り
物
な
ど
絵
画
と
し
て
可

視
化

さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
中
洲
の
盛
衰
と
寛
政
改
革
で

あ
り
、
こ
の
施
策
に
よ
っ
て
文
人
や
知
識
人
ら
の
行
動
は
、
向
島
地
域
に
足
を
運
ぶ

こ
と
と
な
り
、
当
該
地
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
た
。
そ
の
間
に
隅
田
川
流
域
は
都
市
と

し
て
急
速
に
発
展
す
る
江
戸
の
影
響
を
受
け
、
大
川
橋
以
北
に
人
び
と
の
関
心
を
惹

き
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
隅
田
川
上
流
で
展
開
す
る
名
所
の
可
視
化
は
、
文
芸
や

芝
居
な
ど
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
に
多
彩
に
表
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
江
戸
を
代
表
す
る

古
典

と
田
園
風
景
に
あ
ふ
れ
た
流
域
空
間
1
1
場
所
と
し
て
隅
田
川
は
表
現
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
巨
大
都
市
江
戸
と
隅
田
川
の
関
係
は
、
上
流
・
中
流
・
下
流
、
東
岸
、

西

岸
と
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
も
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
様
相
は
均
一
で
一
様
な

も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
時
間
と
と
も
に
、
人
び
と
の
興
味
関
心
も
変
貌
を
遂
げ
て

い

る
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
「
江
戸
の
絵
師
　
雪
旦
・
雪
堤
ー
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
世
界
ー
」
（
展
示
図
録
）
、
江
戸
東
京
博
物
館
、

　

一九
九
七
年
。
拙
稿
、
『
江
戸
の
名
所
と
都
市
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
～
一
二
五
頁
。

（
2
）
　
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵
個
々
の
情
報
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
O
O
ー
カ
○
ζ
版
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、

　

二
〇

〇
〇
年
）
が
あ
る
が
、
画
面
構
成
の
事
物
に
関
す
る
情
報
提
供
に
徹
し
た
分
、
作
画
時
期

　
　
の
特
定
や
名
所
の
背
景
に
あ
る
地
域
社
会
と
の
連
関
性
の
解
明
や
景
観
論
ま
で
考
察
は
及
ん
で

　
　
い
な
い
。

（
3
）
　
吉
田
伸
之
『
成
熟
す
る
江
戸
』
（
日
本
の
歴
史
　
第
一
七
巻
）
、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
。
同

　

「
両
国
の
章
」
『
2
1
世
紀
の
江
戸
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
4
）
　
千
葉
正
樹
『
江
戸
名
所
図
会
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
七
九
～
八
〇
頁
、

　

三

〇

七

～
三
〇
八
頁
。
千
葉
の
指
摘
は
単
な
る
景
観
論
に
終
ら
ず
、
可
視
的
な
事
柄
以
上
の
背

　

景
に
あ
る
江
戸
古
町
を
優
位
に
み
る
都
市
住
民
の
序
列
意
識
、
つ
ま
り
は
『
江
戸
名
所
図
会
』

　

編
纂
者
の
意
識
を
描
写
の
な
か
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両

　

国
橋
だ
け
を
個
別
に
分
析
す
る
意
味
が
問
わ
れ
よ
う
。
ま
た
隅
田
川
東
岸
、
西
岸
を
含
む
隅
田

　
　
川
の
流
域
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
5
）
　
大
久
保
純
一
「
広
重
に
見
る
江
戸
名
所
絵
の
定
型
」
『
美
術
史
』
一
四
五
、
一
九
九
八
年
。

（
6
）
　
小
澤
弘
・
丸
山
伸
彦
編
『
図
説
　
江
戸
図
屏
風
を
よ
む
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
三
年
。

　

小
木
新
造
・
竹
内
誠
編
『
江
戸
名
所
図
屏
風
の
世
界
』
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
江
戸
東
京
1
）
、

　

岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
内
藤
正
人
『
大
江
戸
劇
場
の
幕
が
開
く
　
江
戸
名
所
図
屏
風
』
小

　

学
館
、
二
〇
〇
三
年
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
編
『
浮
世
絵
に
み
る
江
戸
名
所
』
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ

　
　
ク
江
戸
東
京
2
）
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。

（
7
∀
　
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

　
　
る
第
六
回
国
際
日
本
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
「
江
戸
・
東
京
の
名
所
と
芸
能
」
の
セ
ッ
シ
ョ

　
　
ン
で
の
「
隅
田
川
を
め
ぐ
る
名
所
」
と
題
す
る
報
告
。
拙
稿
「
隅
田
川
を
め
ぐ
る
名
所
」
（
『
比

　
　
較
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（
8
）
小
林
忠
は
大
英
博
物
館
所
蔵
の
「
隅
田
川
長
流
図
巻
」
全
三
巻
を
紹
介
し
、
安
永
三
年

　
　
（
一
七
七
四
）
架
橋
の
吾
妻
橋
や
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
ま

　
　
で
存
在
し
た
三
派
の
中
洲
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
安
永
三
年
以
前
の
景

　
　
観
で
あ
り
、
両
国
橋
を
渡
る
群
集
の
髪
型
な
ど
の
風
俗
か
ら
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）

　

　
の
作
画
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
よ
っ
て
鶴
岡
盧
水
が
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
描

　
　
い
た
木
版
手
彩
色
の
「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」
は
「
大
英
博
物
館
本
か
ら
借
用
な
い
し
は
盗
用
し

　
　
た
単
純
な
翻
案
物
だ
っ
た
」
と
し
て
認
識
を
新
た
に
し
て
い
る
。
小
林
忠
「
「
隅
田
川
両
岸
図
巻
」

　
　
の
成
立
と
展
開
」
（
『
國
華
』
第
一
一
七
二
号
、
一
九
九
三
年
）
、
八
～
九
頁
。

（
9
）
　
同
右
、
五
～
六
頁
。

（
1
0
）
斎
藤
月
琴
著
、
金
子
光
晴
校
訂
『
増
訂
武
江
年
表
』
1
（
東
洋
文
庫
）
、
平
凡
社
、

156



鈴木章生［『江戸名所図会』にみる隅田川名所と流域の地域特性］

　
　
一
九
六
八
、
一
五
一
・
一
六
四
頁
。

（
1
1
）
　
小
池
章
太
郎
編
『
江
戸
砂
子
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
、
八
一
頁
。

（
1
2
）
　
『
墨
田
区
史
』
前
史
、
墨
田
区
役
所
、
一
九
七
八
年
、
三
三
八
～
三
三
九
頁
。

（
1
3
）
朝
倉
倉
彦
校
註
・
解
説
『
江
戸
名
所
記
』
、
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
、
六
六
頁
。

（
1
4
）
　
絵
師
長
谷
川
雪
旦
の
作
品
に
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
「
大
川
橋
」
と
よ
く
似
た
図
様
の
「
墨

　
　

田
川
遠
望
図
」
（
佐
賀
県
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
「
江
戸
の
絵
師
　
雪
旦
・
雪
堤
ー
そ
の
知
ら

　
　
れ
ざ
る
世
界
ー
」
（
展
示
図
録
）
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
一
九
九
七
年
、
所
収
。

（
1
5
）
　
「
墨
田
区
文
化
財
調
査
報
告
書
V
ー
仮
名
ま
じ
り
文
の
石
碑
（
1
）
ー
」
墨
田
区
教
育
委
員
会
、

　
　
一
九
八
五
年
、
一
六
・
七
八
頁
。

（
1
6
）
　
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
絵
師
の
長
谷
川
雪
旦
が
い
つ
か
ら
関
わ
っ
て
作

　
　

画
し
た
か
は
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
こ
ろ
に
月
琴
の
父
で

　
　
あ
る
幸
孝
と
雪
旦
が
同
行
調
査
を
行
っ
た
こ
と
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
校
合
の
た
め
雪

　
　
旦

が
月
琴
宅
に
出
向
い
た
な
ど
断
片
的
な
こ
と
が
『
齋
藤
月
琴
日
記
』
な
ど
か
ら
わ
か
る
程
度

　
　
で

あ
る
。
「
江
戸
の
絵
師
　
雪
旦
・
雪
堤
ー
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
世
界
ー
」
（
展
示
図
録
）
、
江
戸

　
　
東
京
博
物
館
、
一
九
九
七
年
、
八
四
頁
。

（
1
7
）
　
『
墨
東
外
史
す
み
だ
』
墨
田
区
役
所
、
一
九
六
七
年
、
七
二
二
～
七
二
三
頁
。

（
1
8
）
　
「
墨
田
区
文
化
財
調
査
報
告
書
V
－
仮
名
ま
じ
り
文
の
石
碑
（
3
）
ー
」
、
墨
田
区
教
育
委
員
会
、

　
　
一
九
八
六
年
、
九
九
頁
。
解
説
で
は
、
元
の
木
阿
弥
は
武
州
松
山
の
人
で
狂
歌
師
と
し
て
活
躍
。

　
　
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
没
す
。
天
明
年
中
は
芝
西
久
保
に
住
ん
で
い
た
が
、
晩
年
は
こ
こ

　
　
水
神
に
庵
を
築
き
、
隠
棲
生
活
を
し
な
が
ら
門
人
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
た
と
あ
る
。

（
1
9
）
　
『
墨
田
区
史
』
前
史
、
墨
田
区
役
所
、
一
九
七
八
年
、
四
四
一
～
四
四
七
頁
。

（
2
0
）
朝
倉
治
彦
解
説
校
註
『
江
戸
名
所
記
』
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
、
＝
二
三
～
＝
二
四
頁
。

（
2
1
）
　
前
掲
註
（
1
1
）
、
五
〇
六
頁
。
『
続
江
戸
砂
子
』
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊
。

（
2
2
）
　
大
田
南
畝
『
半
日
閑
話
』
（
日
本
随
筆
大
成
、
第
一
期
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
）
、
二
九
五
頁
、

　
　
三
一
九
頁
。

（
2
3
）
　
斎
藤
月
琴
『
増
訂
　
武
江
年
表
1
』
（
東
洋
文
庫
、
第
一
一
六
巻
）
、
一
九
六
八
年
、
一
八
九

　
　
～
一
九
〇
頁
。

（
2
4
）
　
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
こ
の
「
二
十
年
足
ら
ず
に
過
ぎ
な
い
そ
の
最
盛
期
は
、
安
永
・

　
　
天
明
期
の
文
化
的
興
隆
の
象
徴
的
現
象
」
と
み
な
し
て
中
洲
の
盛
衰
を
詳
説
し
て
い
る
。
テ
ィ

　
　
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
（
鬼
原
俊
枝
訳
）
「
中
洲
の
盛
衰
ー
安
永
・
天
明
期
の
浮
世
絵
と
戯
作
文

　
　
学
に

み

る
江
戸
の
岡
場
所
ー
」
（
『
國
華
』
第
＝
五
二
号
、
一
九
九
一
年
）
、
七
頁
。

（
2
5
）
斎
藤
月
零
『
増
訂
　
武
江
年
表
2
』
（
東
洋
文
庫
、
第
＝
八
巻
、
一
九
六
八
年
）
、
一
六
頁
。

（
2
6
）
　
志
賀
徳
斎
「
墨
水
志
」
三
（
『
墨
東
外
史
す
み
だ
』
墨
田
区
役
所
、
一
九
六
七
年
）
、
一
〇
〇

　
　
～
一
〇
二
頁
。
理
斎
は
徳
斎
の
父
。

（
2
7
）
　
菊
人
形
展
で
の
葦
簾
掛
け
が
よ
く
み
る
小
屋
（
庭
）
に
な
る
。
今
も
、
中
央
区
佃
の
大
祭
に

　
　
は
庭
が
設
け
ら
れ
、
葦
簾
掛
け
の
小
屋
に
砂
・
石
・
竹
な
ど
を
利
用
し
て
獅
子
頭
や
飾
り
物
を

　
　
飾
る
。

（
2
8
）
　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
、
風
俗
之
部
、
五
五
三
五
、
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
、
四
三
九
頁
。

（
2
9
）
　
比
留
間
尚
「
江
戸
の
開
帳
」
（
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
、

　
　
三
四

九
頁
の
方
面
別
居
開
帳
寺
社
一
覧
を
参
照
。

（
3
0
）
　
田
中
優
子
『
江
戸
の
想
像
力
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
。
百
川
敬
仁
他
『
江
戸
文
化
の
変

　
　
容
十
八
世
紀
日
本
の
経
験
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
。

（3
1
）
　
享
保
期
以
降
の
株
仲
間
を
認
め
る
政
策
は
、
田
沼
政
治
に
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
、
札
差
を
中

　
　
心

と
し
た
都
市
の
大
商
人
、
高
利
貸
が
大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
蔵
前
の
札
差
を
中
心

　
　

に
十
八
大
通
と
呼
ば
れ
た
通
人
も
豊
な
財
力
を
背
景
に
登
場
し
、
経
済
や
文
化
に
多
大
な
影
響

　
　
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

（
3
2
）
　
『
墨
田
区
文
化
財
調
査
報
告
書
X
ー
漢
文
の
石
碑
（
3
）
1
』
、
墨
田
区
教
育
委
員
会
、

　
　
一
九
九
〇
年
、
一
九
～
二
四
頁
。

（
3
3
）
　
墨
田
区
立
緑
図
書
館
所
蔵
資
料
と
し
て
同
図
書
館
内
の
展
覧
会
に
て
確
認
。
刷
り
物
は
い
く

　
　
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
な
か
に
「
す
み
だ
川
花
や
し
き
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
江
戸
東
京
博
物
館
に
も
同
種
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
常
設
展
示
の
「
江
戸
の
四
季
と
盛

　
　
り
場
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
正
月
の
資
料
と
し
て
展
示
さ
れ
る
。

（3
4
）
　
前
掲
註
（
1
9
）
、
四
五
六
～
四
七
七
頁
。
久
保
田
淳
『
隅
田
川
の
文
学
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
⊥
ハ
年
。

　
　
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
編
『
隅
田
川
の
伝
説
と
歴
史
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
3
5
）
　
絢
い
交
ぜ
狂
言
の
「
隅
田
川
花
御
所
染
」
は
い
わ
ゆ
る
隅
田
川
物
、
清
玄
桜
姫
物
、
鏡
山
物

　
　
を
取
り
込
ん
だ
狂
言
で
あ
る
。

（3
6
）
　
前
掲
註
（
3
4
）
、
久
保
田
、
一
二
七
頁
。

（3
7
）
　
前
掲
註
（
1
）
。

（
3
8
）
　
『
新
修
荒
川
区
史
』
荒
川
区
役
所
、
一
九
五
五
年
、
六
六
五
～
六
六
七
頁
。

（
3
9
）
　
『
齋
藤
月
琴
日
記
』
一
、
（
大
日
本
古
記
録
）
、
岩
波
書
店
、
一
八
頁
。
「
月
零
日
記
」
で
は
文

　
　
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
月
峯
と
雪
旦
と
版
元
で
あ
る
須
原
屋
と
の
や
り
と
り
が
見
ら
れ
る

　
　
が
編
纂
活
動
の
再
開
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。

（
4
0
）
　
今
井
金
吾
校
注
『
江
戸
名
所
花
暦
』
（
生
活
の
古
典
双
書
8
）
、
八
坂
書
房
、
一
九
七
三
年
、

　
　
二
〇
四
頁
。

（
4
1
）
　
『
江
戸
一
目
図
屏
風
』
の
系
統
を
ひ
く
図
柄
で
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
『
江
戸
景

　

観
図
』
（
一
幅
、
絹
本
著
色
）
、
さ
ら
に
同
じ
く
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
で
鍬
形
意
斎
の
孫

　
　
に
あ
た
る
鍬
形
恵
林
画
『
再
刻
江
戸
名
所
之
絵
』
（
紙
本
木
版
彩
色
）
も
版
本
の
江
戸
図
と
し

　
　
て
葱
斎
の
江
戸
図
を
写
し
て
い
る
。

（目
白
大
学
人
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
協
力
者
）

（二
〇

〇

六
年
三
月
二
九
日
受
理
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
七
日
審
査
終
了
）
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Famous　Places　along　the　Sumida　River　in　E泌焔’泌02μθ

SuzuKI　Shosei

　　　“Edo　Meishozue”（“Famous　Places　in　Edo”）is　a　geographic　book　of　Edo　published　in　1834　and　l　836．　The

book’s　illustrations　include　21pictures　of　famous　places　along　the　Sumida　River，　which　until　now　have　been

the　o句ect　of　very　little　research．　This　paper　identifies　the　distinctive　features　of　the　areas　portrayed　through

adetailed　study　of　these　pictures　that　also　takes　into　account　the　history　of　Edo・

　　　The　21illustrations　of　famous　places　along　the　Sumida　River　in　the　Edo　Meishozue　share　the　titles　of“Upper

Sumida　River”，“Western　Bank　of　the　Sumida　River”，“Eastern　Bank　of　the　Sumida　River”，　and“Both　Banks　of

the　Sumida　River”．　For　the　sake　of　convenience，　these　are　referred　to　as　the“Sumida　River　Series”．　A　detailed

study　is　made　of　the　features　of　the　composition　and　perspective　found　in　each　of　the　illustrations，　along

with　an　examination　of　the　reasons　for　the　creation　of　these　pictures　which　have　the　title　of“Sumida　River”

in　common．　A　fundamental　feature　shared　by　the“Sumida　River　Series”is　that　all　21illustrations　depict　areas

along　the　upper　Sumida　River　situated　north　of　the　Asakusa　Okawa　Bridge，　also　known　as　the　Azuma　Bridge．

There　are　various　reasons　for　their　concentration　on　these　areas　along　the　upper　Sumida　River　north　of

Okawa　Bridge、

　　　Earlier　depictions　of　the　Sumida　River　such　as　those　from　the　nrst　half　of　the　Edo　period　like　the“Edo　Zu

Byobu”（“Folding　Screens　Depicting　Edo”）tended　to　portray　just　one　or　two　classical　famous　sites，　even　if　the

work　showed　the　entire　river．　As　such，　they　contained　virtually　no　detailed　information．　The“Sumida－gawa

Ryogan　Ichiran”（“Views　of　Both　Banks　of　the　Sumida　River”）by　Tsuruoka　Rosui　that　was　printed　in　1781

was　a　series　of　picture　scrolls　that　formed　a　view　of　the　full　length　of　the　Sumida　River．　They　were　indeed

momentous，　as　they　marked　a　shift　from　the　partial　portrayal　of　the　Sumida　River　to　a　portrayal　of　the　entire

river．　Thus，　they　paved　the　way　for　the　depiction　of　famous　sites　along　the　Sumida　River　concentrated　within

the　area　north　of　the　Okawa　Bridge　up　to　the　Ser巾Ohashi　Bridge　about　half　a　century　later　in　l　834　and

1836．

　　　One　reason　for　the　Sumida　River　Series’concentration　on　the　upper　Sumida　River　was　the　removal　of

the　Nakazu　entertainment　district　built　on　landfill　in　the　Sumida　River　downstream　from　the　area　called

Mitsumata　as　a　result　of　the　Kansei　reforms．　Consequently，　the　attention　of　literati　and　intellectuals　turned　to

the　district　known　as　Muk〔ガima．　The　Muk（ガima　district　was　also　a　natural　unspoiled　pastoral　area　with　many

associations　with　the　classics　and　history　that　was　the　site　of　many　famous　events．　This　is　why　famous　places

along　the　upper　Sumida　River　were　depicted　through　the　medium　of　pictures．　It　was　due　to　such　cultural

developments　that　the　21　pictures　in　the　Edo　Meishozue　depict　the　upper　Sumida　River　and　not　the　entire

river．
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